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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　キャリア割付に利用される予定計画情報をアクセス・ネットワークへ伝送することと、
　前記予定計画情報に関連してアクセス端末に割当てられたキャリアの数を標示する割当
メッセージを受取ることを備え、
　前記予定計画情報は逆方向回線上の前記アクセス端末に関連付けされた少なくとも一つ
のフローに関係するサービス品質（ＱｏＳ）タイプと、前記逆方向回線上の干渉の量及び
前記アクセス端末の位置との少なくとも両方とを含む、マルチ-キャリア通信のための方
法。
【請求項２】
　前記予定計画情報は、さらに前記逆方向回線上で利用可能な伝送電力、アクセス端末に
関連付けされたバッファ状態、前記逆方向回線上で伝送されるべき順方向回線関連オーバ
ーヘッド情報の量、及び前記逆方向回線上のセクタ負荷のうちの少なくとも一つを含む、
請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記予定計画情報はさらに前記アクセス端末によって要求された逆方向回線キャリアの
数を含む、請求項１記載の方法。
【請求項４】
　少なくとも一つのキャリア決定パラメータの関数として前記アクセス端末によって必要
とされる逆方向回線キャリアの数を決定することをさらに含む、請求項３記載の方法。
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【請求項５】
　前記キャリア決定パラメータは、逆方向回線上の前記アクセス端末に関連付けされたデ
ータ要求、前記逆方向回線上の前記アクセス端末に関連付けされた少なくとも一つのフロ
ーに関係するサービス品質（ＱｏＳ）要求、前記逆方向回線上で利用可能な伝送電力、前
記逆方向回線上で伝送されるべき順方向回線関連オーバーヘッド情報の量、前記逆方向回
線上の干渉の量、前記アクセス端末の位置、前記逆方向回線上のセクタ負荷、及び前記ア
クセス端末に関連付けされたハードウェア制約のうちの少なくとも一つを含む、請求項４
記載の方法。
【請求項６】
　前記予定計画情報はさらに前記アクセス端末によって必要とされる追加の逆方向回線キ
ャリアの数を含む、請求項３記載の方法。
【請求項７】
　前記割当メッセージはさらに、前記アクセス端末に割付けられた新規割当の逆方向回線
キャリアの数、及び各々新規割当の逆方向回線キャリア上での最初の伝送電力に関連付け
された参照値を含む、請求項６記載の方法。
【請求項８】
　前記参照値に基づいて前記最初の伝送電力を決定することをさらに含む、請求項７記載
の方法。
【請求項９】
　前記予定計画情報は前記アクセス端末によって放棄された以前に割当てられた逆方向回
線キャリアの部分集合を標示する、請求項１記載の方法。
【請求項１０】
　前記割当メッセージはさらに、前記アクセス端末に割当てられた順方向回線キャリアの
数、及び前記アクセス端末に関連付けされた一以上の残りの逆方向回線キャリアへの順方
向回線関連オーバーヘッド・チャネルのマッピングを含む、請求項９記載の方法。
【請求項１１】
　前記予定計画情報は前記アクセス端末が放棄しようとする以前に割り当てられた逆方向
回線キャリアの部分集合を標示する、請求項１記載の方法。
【請求項１２】
　前記割当メッセージはさらに、前記アクセス端末に割当てられた順方向回線キャリア及
び逆方向キャリアの数、及び前記アクセス端末に関連付けされた一以上の残りの逆方向回
線キャリアへの順方向回線関連オーバーヘッド・チャネルのマッピングを含む、請求項１
１記載の方法。
【請求項１３】
　時間期間に前記アクセス端末に割当てられた各々の前記逆方向回線キャリア上で前記順
方向回線関連オーバーヘッド・チャネルを伝送することをさらに含む、請求項１２記載の
方法。
【請求項１４】
　キャリア割付に利用される予定計画情報をアクセス・ネットワークへ伝送するための手
段と、
　前記予定計画情報に関連して前記アクセス端末に割当てられたキャリアの数を標示する
割当メッセージを受取るための手段と、
を備え、
　前記予定計画情報は逆方向回線上の前記アクセス端末に関連付けされた少なくとも一つ
のフローに関係するサービス品質（ＱｏＳ）タイプと、前記逆方向回線上の干渉の量及び
前記アクセス端末の位置との少なくとも両方とを含む、マルチ-キャリア通信に適応した
装置。
【請求項１５】
　前記予定計画情報は、前記逆方向回線上で利用可能な伝送電力、前記アクセス端末に関
連付けされたバッファ状態、前記逆方向回線上で伝送されるべき順方向回線関連オーバー
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ヘッド情報の量、及び前記逆方向回線上のセクタ負荷のうちの少なくとも一つを含む、請
求項１４記載の装置。
【請求項１６】
　前記予定計画情報は前記アクセス端末によって要求された逆方向回線キャリアの数を含
む、請求項１４記載の装置。
【請求項１７】
　少なくとも一つのキャリア決定パラメータの関数として前記アクセス端末によって必要
とされる逆方向回線キャリアの数を決定するための手段をさらに備える、請求項１６記載
の装置。
【請求項１８】
　前記キャリア決定パラメータは、前記逆方向回線上のアクセス端末に関連付けされたデ
ータ要求、前記逆方向回線上の前記アクセス端末に関連付けされた少なくとも一つのフロ
ーに関係するサービス品質（ＱｏＳ）要求、前記逆方向回線上で利用可能な伝送電力、前
記逆方向回線上で伝送されるべき順方向回線関連オーバーヘッド情報の量、逆方向回線上
の干渉の量、前記アクセス端末の位置、前記逆方向回線上のセクタ負荷、及び前記アクセ
ス端末に関連付けされたハードウェア制約のうちの少なくとも一つを含む、請求項１７記
載の装置。
【請求項１９】
　前記予定計画情報はさらに前記アクセス端末によって必要とされる追加の逆方向回線キ
ャリアの数を含む、請求項１６記載の装置。
【請求項２０】
　前記割当メッセージはさらに、前記アクセス端末に割付けられた新規割当の逆方向回線
キャリアの数、及び各々新規割当の逆方向回線キャリア上で最初の伝送電力に関連付けさ
れた参照値を含む、請求項１９記載の装置。
【請求項２１】
　前記参照値に基づいて最初の電力を決定するための手段をさらに備える、請求項２０記
載の装置。
【請求項２２】
　前記予定計画情報は前記アクセス端末によって放棄された以前に割当てられた逆方向回
線キャリアの部分集合を標示する、請求項１４記載の装置。
【請求項２３】
　前記割当メッセージはさらに、前記アクセス端末に割当てられた順方向回線キャリアの
数、及び前記アクセス端末に関連付けされた一以上の残りの逆方向回線キャリアへの順方
向回線関連オーバーヘッド・チャネルのマッピングを含む、請求項２２記載の装置。
【請求項２４】
　前記予定計画情報は前記アクセス端末が放棄しようとする以前に割り当てられた逆方向
回線キャリアの部分集合を標示する、請求項１４記載の装置。
【請求項２５】
　前記割当メッセージはさらに、前記アクセス端末に割当てられた順方向回線キャリア及
び逆方向キャリアの数、及びアクセス端末に関連付けされた一以上の残りの逆方向回線キ
ャリアへの順方向回線関連オーバーヘッド・チャネルのマッピングを含む、請求項２４記
載の装置。
【請求項２６】
　時間期間にアクセス端末に割当てられた各々の逆方向回線キャリア上で順方向回線関連
オーバーヘッド・チャネルを伝送するための手段をさらに含む、請求項２５記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【発明の分野】
【０００１】
　３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．§１１９における優先権主張
　この特許出願は２００５年９月２７日に出願され、「マルチ-キャリア無線通信システ
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ムにおける場所に基づくキャリア割付（Location-based Carrier Allocation in a Multi
-carrier Wireless Communication System）」と題する仮特許出願番号第６０／７２１，
３４３号に対する優先権を主張し、それはこの譲請人に譲渡され、且つこれによってここ
に参照によって特に組込まれている。
【０００２】
　関連出願への相互参照
　この特許出願は２００６年３月７日に出願され、「通信システムに対するマルチ-キャ
リア、マルチ-フロー逆方向回線媒体アクセス制御（Multi-carrier, Multi-flow, Revers
e Link Medium Access Control For a Communication System）」と題する米国特許出願
番号第１１／３７１，２７４号に関連し、それは２００５年３月８日に出願され、「通信
システムに対するマルチ-キャリア、マルチ-フロー逆方向回線媒体アクセス制御（Multi-
carrier, Multi-flow Reverse Link Medium Access Control For a Communication Syste
m）」に対して３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．§１１９における優先権を主張する。
【０００３】
　この開示は一般に無線通信システムに関係する。特に、ここに開示された実施例はマル
チ-キャリア通信システムにおけるキャリア割付け及び管理に関係する。
【背景技術】
【０００４】
　通信システムは発信局から物理的に異なる目的局への情報信号の伝送を可能にするため
に開発されてきた。発信局からの情報信号を通信チャネル上で伝送する際、情報信号は最
初に通信チャネル上で効率的な伝送に適した形に変換される。情報信号の変換、または変
調はその結果生じる変調キャリアのスペクトルが通信チャネル帯域幅内に制限されるよう
に情報信号に従ってキャリア波のパラメータを変えることを含む。目的局では、元の情報
信号が通信チャネル上で受信された変調キャリア波から再現される。そのような再現は一
般に発信局によって使用された変調処理の逆を使用することによって達成される。
【０００５】
　変調はまた共通通信チャネル上におけるいくつかの信号の多元アクセス、例えば、同時
伝送及び／または受信を容易にする。例えば、多元アクセス通信システムは共通通信チャ
ネルへの連続アクセスではなく断続サービスを必要とする複数の遠隔加入者ユニット（或
いはアクセス端末）を含む。多元アクセス技術は符号分割多元アクセス（ＣＤＭＡ）、時
分割多元アクセス（ＴＤＭＡ）、周波数分割多元アクセス（ＦＤＭＡ）、直交周波数分割
多元アクセス（ＯＦＤＭＡ）、及び他の多元アクセス技術を含む。
【０００６】
　多元アクセス通信システムは無線及び／または有線であり、そして音声、データ等を搬
送する。通信システムは一以上の規格を実施するように設計されている。
【０００７】
　マルチ-メディア・サービス及び高速伝送データに対する要求が急速に増大するにつれ
、マルチ-キャリア変調が無線通信システムにおいて提案されてきた。効率的、且つ強固
なマルチ-キャリア通信システムを提供する挑戦がそこにある。
【発明の開示】
【詳細な説明】
【０００８】
　ここに開示された実施例は通信システムにおけるキャリア割付け及び管理のための装置
及び方法に関係する。
【０００９】
　ここに開示されたアクセス点（access point：ＡＰ）は基地局送受信器システム（ＢＴ
Ｓ）、アクセス・ネットワーク送受信器（ＡＮＴ）、モデム・プール送受信器（ＭＰＴ）
、または（例えば、Ｗ-ＣＤＭＡにおける）ノードＢ、等々の機能を含み、且つ／または
実施する。セルはＡＰによってサービスされる通信可能区域（coverage area）を云う。
セルはさらに一以上のセクタを含む。簡単及び明確にするために、用語「セクタ」はＡＰ
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によってサービスされるセル、またはセルの一部を参照するためにここに使用される。さ
らに、アクセス・ネットワーク制御器（ＡＮＣ）はコア・ネットワーク（例えば、パケッ
ト・データ・ネットワーク）と相互接続し、且つアクセス端末（ＡＴ）とコア・ネットワ
ークとの間でデータ・パケットを経路指定するために構成された通信システムの一部を云
い、様々な無線アクセス及び回線維持機能（例えば、ソフト・ハンドオフなど）を実行し
、無線送信器及び受信器を制御する、等々。ＡＮＣは、例えば、第二、第三、または第四
世代無線ネットワークにおいて見出されるように、基地局制御器（ＢＳＣ）の機能を含み
、且つ／または実施する。ＡＮＣ及び一以上のＡＰはアクセス・ネットワーク（ＡＮ）の
一部を構成する。
【００１０】
　ここに述べるアクセス端末は無線電話、セルラー電話、ラップトップ・コンピュータ、
マルチメディア無線デバイス、無線通信パーソナル・コンピュータ（ＰＣ）カード、携帯
情報機器（ＰＤＡ）、外部または内部モデム、等々を含む、様々な形式のデバイスを云う
。ＡＴは無線チャネルを介して、且つ／または有線チャネルを介して（例えば、光ファイ
バまたは同軸ケーブルによって）通信するいずれかのデータ・デバイスである。ＡＴは、
アクセス・ユニット、アクセス・ノード、加入者ユニット、移動局、移動ユニット、携帯
電話、移動体、遠隔局、遠隔端末、遠隔ユニット、ユーザー・デバイス、ユーザー機器、
携帯用デバイス、等々といった様々な名称を持つ。別のＡＴはシステムに組込まれる。Ａ
Ｔは移動可能、或いは固定であり、そして通信システムの至る所に分散される。ＡＴは順
方向回線上で一以上のＡＰと通信し、且つ／またはある時には逆方向回線上で通信する。
順方向回線（または下り回線）はＡＰからＡＴへの伝送を云う。逆方向回線（または上り
回線）はＡＴからＡＰへの伝送を云う。
【００１１】
　図１は多数のユーザーを支援するために構成された無線通信システム１００であり、そ
の中において様々な開示の実施例及び形態がさらに下記で述べるように実施される。一例
として、システム１００はセル１０２Ａ～１０２Ｇを含む、いくつかのセル１０２に関し
て通信を提供し、各セルは対応するＡＰ １０４（例えば、ＡＰ １０４Ａ～１０４Ｇ）に
よるサービスを受ける。各セルはさらに一以上のセクタに分割される。ＡＴ １０６Ａ～
１０６Ｋを含む、様々なＡＴ １０６はシステムの至る所に分散される。例えば、各ＡＴ 
１０６はＡＴが稼働しているかどうか、そしてそれがソフト・ハンドオフしているかどう
かによって、順方向回線上で、及び／またはある時は逆方向回線上で一以上のＡＰ １０
４と通信する。
【００１２】
　図１の例において、矢印を持つ実線はＡＰからＡＴへの情報（例えば、データ）伝送を
示す。矢印を持つ破線はＡＴがパイロット及び他の信号通信／参照信号（データ伝送では
なく）をＡＰから受信していることを示す。明確且つ簡単にするために、逆方向回線通信
は図１には明白に示されない。
【００１３】
　ＡＰ １０４は一以上の受信アンテナ、及び一以上の送信アンテナをそれぞれ装備して
いる。ＡＰ １０４において送信アンテナ及び受信アンテナのあらゆる組合せがある。同
様に、各ＡＴ １０６は一以上の受信アンテナ及び送信アンテナ、または組合せを装備し
ている。
【００１４】
　システム１００は一以上の規格、例えば、ＩＳ-９５、ｃｄｍａ２０００、ＩＳ-８５６
、Ｗ-ＣＤＭＡ、ＴＤ-ＳＣＤＭＡ、ＩＥＥＥ ８０２．１１ａ、８０２．１１ｇ、８０２
．１１ｎ、８０２．１６ｅ、８０２．２０、他の規格、またはその組合せを支援するよう
に構成される。実施例において、例えば、システム１００は「ｃｄｍａ２０００高伝送速
度パケット・データ空中インタフェース仕様（cdma2000 High Rate Packet Data Air Int
erface Specification）」、３ＧＰＰ２ Ｃ．Ｓ００２４-Ｂ、第１版、２００６年５月（
また１ｘＥＶ-ＤＯまたはＩＳ-８５６形式システムとして参照される）に規定されている
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ような、高伝送速度パケット・データ（high rate packet data：ＨＲＰＤ）システムで
ある。さらに、様々なアルゴリズム及び方法がシステム１００における伝送を予定計画し
、そして通信を促進するために使用される。１ｘＥＶ-ＤＯシステムに使用されるこれら
のアルゴリズム及び方法の詳細は下記でさらに述べる。
【００１５】
　図２は通信システムにおけるＡＮ ２０４及びＡＴ ２０６の実施例を例示する。一例と
して、ＡＴ ２０６はＡＮ ２０４と、例えば、逆方向トラヒック・チャネル２０８を含む
逆方向回線上で無線通信している。逆方向トラヒック・チャネル２０８はＡＴ ２０６か
らＡＮ ２０４へ情報を運ぶ逆方向チャネルの一部分である。逆方向チャネルは逆方向ト
ラヒック・チャネル２０８に加えて他のチャネルを含む。さらに、ＡＴ ２０６は複数の
チャネル（例えば、パイロット、トラヒック、及び他のチャネル）を含む順方向回線上の
ＡＮ ２０４と無線通信している（それは図２には示されない）。
【００１６】
　ＡＴ ２０６によって実行される機能はスタック層として体系化されている。図３はＡ
Ｔ ３０６上のスタック層を例示する。中間アクセス制御（ＭＡＣ）層３０８は層の間に
ある。高位層３１０はＭＡＣ層３０８の上に位置する。ＭＡＣ層３０８は逆方向トラヒッ
ク・チャネル２０８の動作と関係するサービスを含む、或るサービスを高位層３１０に提
供する。ＭＡＣ層３０８は逆方向トラヒック・チャネル（ＲＴＣ）ＭＡＣプロトコル３１
４の実施を含む。ＲＴＣ ＭＡＣプロトコル３１４は逆方向トラヒック・チャネル２０８
を伝送するためにＡＴ ３０６によって、そして受取るためにＡＮ ２０４によって進めら
れた手続きを行う。
【００１７】
　物理層３１２はＭＡＣ層３０８の下方に位置する。ＭＡＣ層３０８は物理層３１２から
或るサービスを要求する。これらのサービスはＡＮ ２０４へのパケットの物理的伝送に
関係する。
【００１８】
　図４はＡＴ ４０６上の高位層４１０、ＭＡＣ層４０８、及び物理層４１２の間の典型
的な相互作用を例示する。示したように、ＭＡＣ層４０８は高位層４１０から一以上のフ
ロー４１６を受取る。予定された伝送要求に関して、フロー４１６は所定の伝送要求を持
つ（例えば、特別なアプリケーションと関連する）、ユーザー源からのデータの流れであ
る。例えば、フロー４１６はＩＰ上の音声（ＶｏＩＰ）、ビデオ電話通信、ファイル転送
プロトコル（ＦＴＰ）、ゲーム遊びといった、特定のアプリケーションに対応する。
【００１９】
　ＡＴ ４０６上のフロー４１６からのデータはパケットにおいてＡＮ ２０４に伝送され
る。ＲＴＣ ＭＡＣプロトコル４１４に従って、ＭＡＣ層は各パケットに関するフロー集
合４１８を決定する。時々、ＡＴ ４０６上の多数のフロー４１６は同時に伝送すべきデ
ータを有する。パケットは一以上のフロー４１６からのデータを含む。しかしながら、時
々、伝送すべきデータを持つが、パケットに含まれないＡＴ ４０６上の一以上のフロー
４１６がある。パケットのフロー集合はそのパケットに含まれるべきＡＴ ４０６上のフ
ロー４１６を指示する。パケットのフロー集合４１８を決定する典型的な方法は下記で述
べるであろう。
【００２０】
　ＭＡＣ層４０８はまた各パケットのペイロード・サイズ４２０を決定する。パケットの
ペイロード・サイズ４２０はフロー集合４１８からどのくらいのデータがパケットに含ま
れるかを示す。
【００２１】
　ＭＡＣ層４０８はまたパケットの電力レベル４２２を決定する。いくつかの実施例にお
いて、パケットの電力レベル４２２は逆方向パイロット・チャネルの電力レベルと比較し
て決定される。
【００２２】
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　ＡＮ ２０４に伝送される各パケットについて、ＭＡＣ層４０８はパケットに含まれる
べきフロー集合４１８、パケットのペイロード・サイズ４２０、及びパケットの電力レベ
ル４２２を物理層４１２へ通信する。物理層４１２はそれからＭＡＣ層４０８によって提
供された情報に従ってＡＮ ２０４へのパケットの伝送を行う。
【００２３】
　図５Ａ及び５ＢはＡＴ ５０６からＡＮ ５０４へ伝送されるパケット５２４を例示する
。パケット５２４はいくつかの可能な伝送モード（ＴＭ）のうちの一つで伝送される。例
えば、いくつかの実施例において、二つの可能な伝送モード、高容量伝送モード及び低待
ち時間伝送モードがある。図５ＡはＡＮ ５０４へ伝送される高容量パケット５２４ａ（
即ち、高容量モードで伝送されるパケット５２４ａ）を例示する。図５ＢはＡＮ ５０４
へ伝送される低待ち時間パケット５２４ｂ（即ち、低待ち時間伝送モードで伝送されるパ
ケット５２４ｂ）を例示する。
【００２４】
　遅延に敏感なフロー（ＬｏＬａｔフロー）からのデータは低待ち時間（ＬｏＬａｔ）伝
送モードを使用して送られる。遅延耐性フロー（ＨｉＣａｐフロー）からのデータは高容
量（ＥＱＣａｐ）伝送モードを使用して送られる。低待ち時間パケット５２４ｂは同じパ
ケット・サイズの高容量パケット５２４ａより高い電力レベル４２２で送られる。従って
、低待ち時間パケット５２４ｂが高容量パケット５２４ａよりＡＮ ５０４に迅速に到達
することはあり得ることである。しかしながら、低待ち時間パケット５２４ｂは高容量パ
ケット５２４ａよりシステム１００上でさらに多くの負荷をもたらす。
【００２５】
　図６はＡＴ ６０６上に存在する異なる形式のフロー６１６を例示する。いくつかの実
施例において、ＡＴ ６０６上の各フロー６１６は特定の伝送モードと関連する。可能な
伝送モードが高容量伝送モード及び低待ち時間伝送モードである場合、ＡＴ ６０６は一
以上の高容量フロー６１６ａ及び／または一以上の低待ち時間フロー６１６ｂを含む。高
容量フロー６１６ａは高容量パケット５２４ａで伝送されることが望ましい。低待ち時間
フロー６１６ｂは低待ち時間パケット５２４ｂで伝送されることが望ましい。
【００２６】
　図７は高容量パケット７２４ａのためのフロー集合７１８の一例を例示する。いくつか
の実施例において、伝送すべきデータを持つ全てのフロー７１６が高容量フロー７１６ａ
である場合にのみ、パケット７２４ａは高容量モードで送られる。従って、そのような実
施例において、高容量パケット７２４ａのみにおけるフロー集合７１８は高容量フロー７
１６ａを含む。代りに、低待ち時間フロー６１６ｂはＡＴ ６０６の裁量で、高容量パケ
ット７２４ａに含まれる。これを行う一つの典型的な理由は低待ち時間フロー６１６ｂが
十分な処理能力を得ていない時である。例えば、低待ち時間フロー６１６ｂの列が増大し
つつあることが検知されるであろう。フローは待ち時間の増加を犠牲にして代りに高容量
モードを使用することによって処理能力を改善する。
【００２７】
　図８は低待ち時間パケット８２４ｂのための典型的なフロー集合８１８を例示する。い
くつかの実施例において、伝送すべきデータを持つ少なくとも一つの低待ち時間フロー８
１６ｂがあれば、パケット８２４ｂは低待ち時間モードで伝送される。低待ち時間パケッ
ト８２４ｂにおけるフロー集合８１８は伝送すべきデータを持つ各低待ち時間フロー８１
６ｂを含む。伝送すべきデータを持つ一以上の高容量フロー８１６ａはまたフロー集合８
１８に含まれる。しかしながら、伝送すべきデータを持つ一以上の高容量フロー８１６ａ
はフロー集合８１８に含まれない。
【００２８】
　各逆方向回線キャリアにおける物理層パケットにおいて同時発生の低待ち時間及び高容
量フローを結合すること
　ＡＴ ９０６が異なる終了目標の多数のフローを含むとき、結合（merging）が起こる。
各物理パケットは一つの終了目標を持っているので、フローが同じパケットに結合される
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時を決定するために基準（rules）が使用される。同時発生の低待ち時間及び高容量フロ
ーをパケットに結合するための規則はフロー優先度及びセクタ負荷に依存する。図９は高
容量フロー９１６ａが低待ち時間パケット８２４ｂのフロー集合８１８に含まれるかどう
かを決定するためにＡＴ ９０６に保持される情報を例示する。ＡＴ ９０６上の各高容量
フロー９１６ａは伝送に利用可能である或る量のデータ９２６を持つ。同じく、結合閾値
９２８はＡＴ ９０６上の各高容量フロー９１６ａについて定義される。その上、結合閾
値９３０は全体としてＡＴ ９０６について定義される。最終的に、高容量フローの結合
はセクタの負荷レベルの推定が閾値より少ないとき発生する。（セクタの負荷レベルの推
定が如何に決定されるかについては下記で論じる。）すなわち、セクタが十分に軽く負荷
されているとき、結合の効率損失は重要ではなく、そして積極的な利用が許容される。
【００２９】
　いくつかの実施例において、二つの条件のいずれかが満足されれば、高容量フロー９１
６ａは低待ち時間パケット５２４ｂに含まれる。第一の条件はＡＴ ９０６上の全ての高
容量フロー９１６ａに関する伝送可能データ９２６の合計がＡＴ ９０６について定義さ
れる結合閾値９３０を越えることである。第二の条件は高容量フロー９１６ａに関する伝
送可能データ９２６が高容量フロー９１６ａについて定義される結合閾値９３０を越える
ことである。
【００３０】
　第一の条件は低待ち時間パケット８２４ｂから高容量パケット７２４ａへの電力転移に
関係する。高容量フロー９１６ａが低待ち時間パケット８２４ｂに含まれていなければ、
高容量フロー９１６ａからのデータは少なくとも一つの低待ち時間フロー８１６ｂからの
伝送のために利用可能なデータがある限り増大する。高容量フロー９１６ａからの余りに
も多くのデータが累積されることを許容されれば、パケット７２４ａが伝送される次の時
、最後の低待ち時間パケット８２４ｂから高容量パケット７２４ａへ受容しがたい程激し
い電力転移がある。従って、第一の条件に従って、一旦ＡＴ ９０６上の高容量フロー９
１６ａからの伝送可能なデータ９２６の量が（結合閾値９３０によって定義された）或る
値を越えると、高容量フロー９１６ａから低待ち時間パケットへのデータの「結合（merg
ing）」が許容される。
【００３１】
　第二の条件は９０６上の高容量フロー９１６ａに関するサービス品質（ＱｏＳ）要件に
関係する。高容量フロー９１６ａに関する結合閾値９２８が非常に大きな値に設定される
ならば、これは高容量フロー９１６ａがかって低待ち時間パケット８２４ｂに含まれてい
たとすれば稀であることを意味する。従って、そのような高容量フロー９１６ａは伝送遅
延を受ける。なぜなら、それは伝送すべきデータを持つ少なくとも一つの低待ち時間フロ
ー８１６ｂがあるときはいつも伝送されないからである。逆に、高容量フロー９１６ａに
関する結合閾値９２８が非常に小さな値に設定されるならば、これは高容量フロー９１６
ａが低待ち時間パケット８２４ｂに殆ど常に含まれることを意味する。従って、そのよう
な高容量フロー９１６ａは伝送遅延を殆ど受けない。しかしながら、そのような高容量フ
ロー９１６ａはそれらのデータを伝送するためにさらに多くのセクタ資源を使い果たす。
【００３２】
　いくつかの実施例において、ＡＴ ９０６上のいくつかの高容量フロー９１６ａに関す
る結合閾値９２８は非常に大きな値に設定され、一方、ＡＴ ９０６上の他のいくつかの
高容量フロー９１６ａに関する結合閾値９２８は非常に小さい結合閾値９２８に設定され
る。いくつかの形式の高容量フロー９１６ａは厳密なＱｏＳ要件を持っており、一方、他
のものはそうでないかもしれないので、そのような設計が有利である。厳密なＱｏＳ要件
を持ち、そして高容量モードで送られるフロー９１６の一例は実時間ビデオである。実時
間ビデオは高い帯域幅要件を持っており、それは低待ち時間モードにおける伝送にとって
それを非能率的にする。しかしながら、随意の伝送遅延は実時間ビデオにとって望ましく
ない。厳密なＱｏＳ遅延要件を持たず、そして高容量モードで伝送されるフロー９１６の
一例は最善努力フロー９１６である。
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【００３３】
　所与の逆方向回線キャリアにおけるパケットの電力レベルを設定すること
　図１０はセクタ１０３２内のＡＮ １００４及び複数のＡＴ １００６を例示する。セク
タ１０３２はＡＮ １００４からの信号がＡＴ １００６によって受取られる地理的領域で
あり、逆も同じである。
【００３４】
　いくつかの無線通信システムの一つの特質は、 ＣＤＭＡシステムのように、伝送が相
互に干渉することである。従って、同じセクタ１０３２内のＡＴ １００６の間にさほど
多くの干渉がないことを保証するために、ＡＴ １００６が集合的に使用するＡＮ １００
４において受取られた限られた量の電力がある。ＡＴ １００６がこの制限内に留まるこ
とを保証するために、或る量の電力１０３４は逆方向トラヒック・チャネル２０８上で伝
送のためにセクタ１０３２内の各ＡＴ １００６に利用可能である。各ＡＴ １００６はそ
の全体の利用可能な電力１０３４を越えないためにそれが逆方向トラヒック・チャネル２
０８上で伝送するパケット５２４の電力レベル４２２を設定する。
【００３５】
　ＡＴ １００６に割付けられる電力レベル１０３４はＡＴ １００６がパケット５２４を
逆方向トラヒック・チャネル２０８上で伝送するために使用する電力レベル４２２に必ず
しも等しくない。例えば、いくつかの実施例において、ＡＴ １００６がパケット５２４
の電力レベル４２２を決定する際選択する一組の個別の電力レベルがある。ＡＴ １００
６に関する全体の利用可能な電力１０３４は個別の電力レベルのどれにも必ずしも等しく
ない。
【００３６】
　その時々で使用されない全体の利用可能な電力１０３４はそれが次の時に使用されるよ
うに累積することが可能である。このように、そのような実施例において、ＡＴ １００
６に関して全体の利用可能な電力１０３４は（大雑把に）現在の電力割付け１０３４ａに
累積電力割付け１０３４ｂの少なくともある部分を加えたものに等しい。ＡＴ １００６
はそれがＡＴ １００６に関して全体の利用可能な電力１０３４を越えないようにパケッ
ト５２４の電力レベル４２２を決定する。
【００３７】
　ＡＴ １００６に関する全体の利用可能な電力１０３４はＡＴ １００６の現在の電力割
付け１０３４ａにＡＴ １００６の累積電力割付け１０３４ｂを加えたものに常に等しい
とは限らない。いくつかの実施例において、ＡＴ １００６の全体の利用可能な電力１０
３４はピーク割付け１０３４ｃによって制限される。ＡＴ １００６に関するピーク割付
け１０３４ｃはＡＴ １００６に関する現在の電力割付け１０３４ａをいくつかの制限要
素によって積算したものに等しい。例えば、制限的要素が２であるならば、ＡＴ １００
６のピーク割付け１０３４ｃはその現在の電力割付け１０３４ａの２倍に等しい。いくつ
かの実施例において、制限要素はＡＴ １００６に関する現在の電力割付け１０３４ａの
関数である。
【００３８】
　ＡＴ １００６に関するピーク割付け１０３４ｃを提供することはＡＴ １００６の伝送
が如何に「突発的（bursty）」であるかを許容することを制限する。例えば、ＡＴ １０
０６はある時間期間に伝送すべきデータを持っていないことが発生する。この時間期間の
間、電力はＡＴ １００６に割付けられ続ける。伝送すべきデータがないので、割付けら
れた電力は累積される。ある点で、ＡＴ １００６は伝送すべき比較的大量のデータを突
然持つ。この点で、累積電力割付け１０３４ｂは比較的大きい。ＡＴ １００６が全体の
累積電力割付け１０３４ｂを使用することを許容されたならば、ＡＴ １００６の伝送電
力４２２は突然の急速な増加を受ける。しかしながら、ＡＴ １００６の伝送電力４２２
があまりにも急速に増加するならば、これはシステム１００の安定性に影響する。従って
、ピーク割付け１０３４ｃはこのような状況においてＡＴ １００６の全体の利用可能な
電力１０３４を制限するためにＡＴ １００６に提供される。累積電力割付け１０３４ｂ
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がまだ利用可能であるが、ピーク割付け１０３４が制限されるとき、その使用はさらに多
くのパケット上に広がることに注目せよ。
【００３９】
　単一逆方向回線キャリアにおけるデータ・フローを規制すること
　図１１はＡＴ １００６について全体の利用可能な電力１０３４を決定するために使用
される典型的な機構を例示する。その機構は仮想的「バケツ（bucket）」１１３６の使用
を含む。このＲＬＭＡＣバケツはフロー・アクセスを制御するのと同様にデータ・フロー
を規制（police）するために各データ・フローのために使用される。アプリケーション・
フローによって生成されたデータは最初にデータ領域において調整される。規制（polici
ng）機能はフローによって利用される平均及びピーク資源が限界を下回っているか等しい
ことを保証する。規制データ・フローは次の方法を使用して動作する。定期的間隔で、新
しい現在の電力割付け１０３４ａはバケツ１１３６に加えられる。同じく定期的間隔で、
ＡＴ １００６によって伝送されるパケット５２４の電力レベル４２２はバケツ１１３６
から出ていく。現在の電力割付け１０３４ａがパケットの電力レベル４２２を越える量は
累積電力割付け１０３４ｂである。累積電力割付け１０３４ｂはそれが使用されるまでバ
ケツ１１３６に留まる。
【００４０】
　利用可能な全体電力１０３４から現在の電力割付け１０３４ａを差し引いたものはバケ
ツ１１３６からの全体の可能な引き出しである。ＡＴ １００６はそれが伝送するパケッ
ト５２４の電力レベル４２２がＡＴ １００６に関する全体の利用可能な電力１０３４を
越えないことを保証する。以前に示したように、いくつかの状況の下では、全体の利用可
能な電力１０３４は現在の電力割付け１０３４ａと累積電力割付け１０３４ｂの合計より
少ない。例えば、全体の利用可能な電力１０３４はピーク電力割付け１０３４ｃによって
制限される。
【００４１】
　累積電力割付け１０３４ｂは飽和レベル１１３５によって制限される。いくつかの実施
例において、飽和レベル１１３５はＡＴ １００６がそのピーク電力割付け１０３４ｃを
利用することを許容される時間の量の関数である。飽和レベル１１３５を超過したバケツ
１１３６は三つの理由の一つによる過剰割付けを示す：ｉ）ＰＡの上部空間またはデータ
が制限する、ｉｉ）Ｔ２ＰＩｎｆｌｏｗはＡＮ １００４制御最小値まで減衰する、また
はｉｉｉ）Ｔ２ＰＦｌｏｗはフローがもはや過剰割付けられないとき増加し始める。Ｔ２
ＰＩｎｆｌｏｗはフローに現在割付けられるネットワークにおける資源レベルとして定義
される。このように、Ｔ２ＰＩｎｆｌｏｗ＝新しい資源インフロー（ＡＮ １００４割当
てフロー優先度に基づく長期間Ｔ２Ｐ資源）である。
【００４２】
　各逆方向回線キャリアにおいてＡＴ １２０６と関連する多フロー間に資源を割付ける
ことによるフロー・アクセス制御
　図１２はセクタ１２３２内の少なくともいくつかのＡＴ １２０６が多数のフロー１２
１６を含む実施例を例示する。ＡＴ １２０６と関連する多数のフローの間の資源は品質
保証（quality assurance：ＱｏＳ）を維持する方法で割付けられる。そのような実施例
において、利用可能な電力１２３８の個別の量はＡＴ １２０６上の各フロー１２１６に
ついて決定される。ＡＴ １２０６上のフロー１２１６について利用可能な電力１２３８
は図１０～１１に関連して以前に述べた方法に従って決定される。各フローは未使用のＴ
２Ｐ資源をいくつかの最大のレベルまで蓄えるためのバケツを維持する。フロー・データ
が到着するにつれて、バケツ資源はピーク対平均（peak-to-average）アクセス制御に基
づいて最大バケツ引き出し率に従ってパケットを割付けるために使用される。このように
、平均資源利用はＴ２ＰＩｎｆｌｏｗ １０３５によって抑制されるが、局所的に突発的
な割付けはそれらから利益を得るデータ源について行われる。ＢｕｃｋｅｔＦａｃｔｏｒ
と云われる、ピーク対平均制御はＡＮ １００４受信電力が各フローから如何に突発的で
あるかを制限する。
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【００４３】
　例えば、フロー１２１６に関する全体の利用可能な電力１２３８はフロー１２１６に関
する現在の電力割付け１２３８ａにフロー１２１６に関する累積電力割付け１２３８ｂの
いくらかの部分を加えたものを含む。その上、フロー１２１６に関する全体の利用可能な
電力１２３８はフロー１２１６に関するピーク割付け１２３８ｃによって制限される。個
別のバケツ機構（それは下記で述べるパラメータＢｕｃｋｅｔＬｅｖｅｌ及びＴ２ＰＩｎ
ｆｌｏｗを利用する）は各フロー１２１６に関する全体の利用可能な電力１２３８を決定
するために各フロー１２１６について維持される。ＡＴ １２０６に関する全体の利用可
能な電力１２３４はＡＴ １２０６上の異なるフロー１２１６に関する全体の利用可能な
電力１２３８の合計を取ることによって決定される。
【００４４】
　下記はＡＴ １２０６上のフロー１２１６について全体の利用可能な電力１２３８の決
定において使用される様々な公式及びアルゴリズムの数学的な記述を提供する。下記で述
べる方程式において、ＡＴ １２０６上の各フローｉについて全体の利用可能な電力１２
３８はサブフレーム毎に一度決定される。（いくつかの実施例において、サブフレームは
４時間スロットに等しく、そして時間スロットは５／３ｍｓに等しい。）フローに関する
全体の利用可能な電力１２３８はＰｏｔｅｎｔｉａｌＴ２ＰＯｕｔｆｌｏｗとして方程式
において参照される。
【００４５】
　高容量パケット５２４ａにおいて伝送されるフローｉに関する全体の利用可能な電力１
２３８は以下のように表される：

【数１】

【００４６】
　低待ち時間パケット５２４ｂにおいて伝送されるフローｉに関する全体の利用可能な電
力１２３８は次のように表される：
【数２】

【００４７】
　ＢｕｃｋｅｔＬｅｖｅｌi,n はサブフレームｎにおけるフローｉに関する累積電力割付
け１２３８ｂである。Ｔ２ＰＩｎｆｌｏｗi,n はサブフレームｎにおけるフローｉに関す
る現在の電力割付け１２３８ａである。式ＢｕｃｋｅｔＦａｃｔｏｒ（Ｔ２ＰＩｎｆｌｏ
ｗi, n，ＦＲＡＢi, n ）×Ｔ２ＰＩｎｆｌｏｗi, n はサブフレームｎにおけるフローｉ
に関するピーク電力割付け１２３８ｃである。ＢｕｃｋｅｔＦａｃｔｏｒ（Ｔ２ＰＩｎｆ
ｌｏｗi,n，ＦＲＡＢi,n ）は全体の利用可能な電力１２３８に関する制限要素、即ち、
サブフレームｎにおけるフローｉに関する全体の利用可能な電力１２３８がサブフレーム
ｎにおけるフローｉに関する現在の電力割付け１２３８ａを越えることを許される要素を
決定するための関数である。サブフレームｎにおける濾過逆方向稼働ビット（Filtered R
everse Activity Bit）フロー（ＦＡＲＢi, n ）はセクタ１２３２の負荷レベルの推定で
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あり、下記でさらに詳細に論じる。ＡｌｌｏｃａｔｉｏｎＳｔａｇｇｅｒは同期化の問題
を回避するために割付レベルを揺動させる任意の項の振幅であり、ｒn は範囲［－１，１
］の実数値の一様分布乱数である。
【００４８】
　サブフレームｎ＋１におけるフローｉに関する累積電力割付け１２３８ｂは次のように
表される：
【数３】

【００４９】
　Ｔ２ＰＯｕｔｆｌｏｗi,n はサブフレームｎにおいてフローｉに分配される伝送電力４
２２の一部分である。Ｔ２ＰＯｕｔｆｌｏｗi,n の典型的な方程式は下記で提供される。
ＢｕｃｋｅｔＬｅｖｅｌＳａｔi, n+1 はサブフレームｎ＋１におけるフローｉに関する
累積電力割付け１２３８ｂの飽和レベル１１３５である。ＢｕｃｋｅｔＬｅｖｅｌＳａｔ

i, n+1 の典型的な方程式は下記で提供される。
【００５０】
　Ｔ２ＰＯｕｔｆｌｏｗi,n は次のように表される：
【数４】

【００５１】
　上記の式（４）において、ｄi,n はサブフレームｎの間に伝送されるサブパケットに含
まれるフローｉからのデータの量である。（サブパケットはサブフレームの間に伝送され
るパケットの一部分である。）ＳｕｍＰａｙｌｏａｄn はｄi,n の和であり、ＴｘＴ２Ｐ
は伝送トラヒック対パイロット・チャネル電力比率を表し、そしてＴｘＴ２Ｐn はサブフ
レームｎの間に伝送されるサブパケットの電力レベル４２２である。
【００５２】
　ＢｕｃｋｅｔＬｅｖｅｌＳａｔi, n+1 は次のように表される：
【数５】

【００５３】
　ＢｕｒｓｔＤｕｒａｔｉｏｎＦａｃｔｏｒi はフローｉがピーク電力割付け１２３８ｃ
で伝送することを許される時間の長さに関する制限である。
【００５４】
　所与の逆方向回線キャリアについてＡＮ １３０６からＡＴ １３０６上のフロー１３１
６に関する現在の電力割付け１３３８ａを取得すること
　いくつかの実施例において、現在の電力割付け１３３８ａを取得することは２-ステッ
プ処理である。フロー資源は分配方式で各ＡＴ １３０６によって（自律モード）、或い
は承諾１３７４を使用してＡＮ １３０４に位置する中央制御器またはスケジューラ１３
４０から割付けられる。図１３はＡＴ １３０６がＡＮ １３０４によるネットワーク資源
割付けの集中制御の形式を使用してＡＴ １３０６上のフロー１３１６に関する現在の電
力割付け１３３８ａを取得する一方法を例示する。示したように、ＡＴ １３０６はＡＮ 
１３０４上で働いているスケジューラ１３４０から承諾メッセージ１３４２を受取る。承
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諾メッセージ１３４２はＡＴ １３０６上のいくつか、または全てのフローに関する現在
の電力割付け承諾１３７４を含む。承諾１３７４は資源割付けであり（パケット当たりの
割付けではない）、それはＡＮ １３０４が資源割付更新及び変更を行うことを可能にす
る。それはまた詳細なＱｏＳ情報の帯域内信号通信を許容する。受取られる現在の各電力
割付け承諾１３７４について、ＡＴ １３０６は現在の電力割付け承諾１３７４に等しい
対応するフロー１３１６に関する現在の電力割付け１３３８ａを設定する。承諾１３７４
は時間区間に関して電力割付けを割付けし、そして凍結する。このように、ＡＮ １３０
４はこの時期区間の間のフロー資源割付を制御する。
【００５５】
　上で述べたように、フロー資源は各ＡＴ １３０６によって分配方式で（自律モード）
、或いは承諾１３７４を使用してＡＮ １３０４に位置する中央制御器またはスケジュー
ラ１３４０から割付けられる。このように、最初のステップはフロー１３１６に関する現
在の電力割付け承諾１３７４がＡＮ １３０４から受取られたかどうかを決定することを
必要とする。そうでなければ、ＡＴ １３０６はフロー１３１６に関する現在の電力割付
け１３３８ａを自律的に決定する。即ち、ＡＴ １３０６はスケジューラ１３４０からの
介入なしでフロー１３１６に関する現在の電力割付け１３３８ａを決定する。これは自律
モードと云われる。次の議論はＡＴ １３０６上の一以上のフロー１３１６に関する現在
の電力割付け１３３８ａを決定する典型的な方法に関係する。
【００５６】
　各逆方向回線キャリアについて一以上のフローに関する現在の電力割付け１２３８ａを
自律的に決定すること
　図１４はＡＮ １４０４からセクタ１４３２内のＡＴ １４０６へ伝送される逆方向稼働
ビット（reverse activity bit：ＲＡＢ）１４４４を例示する。アクセス・ノード１４０
４は逆方向回線上で現在のトラヒック稼働の量に関係するその通信可能区域内のＡＴ １
４０６に通知するためにＲＡＢを使う。このように、ＲＡＢ １４４４は過負荷標示であ
る。ＡＴは逆方向回線上の高トラヒック負荷のためにそれらのトラヒック速度（traffic 
rates）を減少するかどうか、或いは逆方向回線上の低トラヒック負荷のためにそれらの
トラヒック速度を増加させるどうか決定するとき、この情報を組み込む。ＲＡＢ １４４
４は二つの値のうちの一つであり、セクタ１４３２が現在多忙であることを標示する第一
の値（例えば、＋１）、またはセクタ１４３２が現在遊休状態であることを示す第二の値
（例えば、＋１）である。下記で説明するように、ＲＡＢ １４４４はＡＴ １４０６上の
フロー１２１６に関する現在の電力割付け１２３８ａを決定するために使用される。フロ
ー１２１６はＡＴ １４０６を共有しているか、ＡＴ １４０６に亘っているか否かに拘ら
ず、各セクタにおいて同じＲＡＢ １４４４を見ることを注目せよ。そのようなことはマ
ルチ-フロー・シナリオに旨く合わせていく設計の単純化である。
【００５７】
　各逆方向回線キャリアについて長短のＲＡＢを使用して現在の電力割付け１２３８ａを
自律的に決定すること
　図１５はＡＴ １５０６上の一以上のフロー１５１６に関して現在の電力割付け１２３
８ａを決定するためにＡＴ １５０６において維持される情報を例示する。例示の実施例
において、各フロー１５１６はＲＡＢ １４４４の「迅速な（quick）」または「短期間の
（short term）」推定と関連する。この迅速な推定はＱＲＡＢ １５４６としてここでは
参照される。ＱＲＡＢ １５４６を決定する典型的な方法は下記で述べる。
【００５８】
　各フロー１５１６はまたセクタ１２３２の長期間（longer-term）負荷レベルの推定と
関連し、ＦＲＡＢ １５４８としてここに参照されている（それは「濾過（filtered）」
ＲＡＢ １４４４を表す）。ＦＲＡＢはＱＲＡＢ １５４６と類似したセクタ負荷の尺度（
measure）であるが、非常に長い時定数τを持つ。このように、ＱＲＡＢは比較的瞬間的
であり、一方、ＦＲＡＢ １５４８は長期間セクタ負荷情報を与える。ＦＲＡＢ １５４８
はＲＡＢ １４４４の二つの可能な値、例えば、＋１及び－１の間のどこかにある実数で
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ある。しかしながら、他の数もＲＡＢ １４４４の値として使用できる。セクタ１４３２
が多忙であることを標示するＲＡＢ １４４４の値にＦＲＡＢ １５４８が近くなればなる
ほど、セクタ１４３２はさらに重く負荷される。逆に、セクタ１４３２が遊休状態である
ことを標示するＲＡＢ １４４４の値にＦＲＡＢ １５４８が近くなればなるほど、セクタ
１４３２はあまり重くなく負荷される。ＦＲＡＢ １５４８を決定する一例は下記で述べ
る。
【００５９】
　各フロー１５１６はまた上方傾斜関数（upward ramping function）１５５０及び下方
傾斜関数（downward ramping function）１５５２と関連する。特定のフロー１５１６と
関連する上方傾斜関数１５５０及び下方傾斜関数１５５２はフロー１５１６に関する現在
の電力割付け１２３８ａの関数である。フロー１５１６と関連する上方傾斜関数１５５０
はフロー１５１６に関する現在の電力割付け１２３８ａの増加を決定するために使用され
る。逆に、フロー１５１６と関連する下方傾斜関数１５５２はフロー１５１６に関する現
在の電力割付け１２３８ａの減少を決定するために使用される。いくつかの実施例におい
て、上方傾斜関数１５５０と下方傾斜関数１５５２の両方はＦＲＡＢ １５４８の値及び
フロー１５１６に関する現在の電力割付け１２３８ａに依存する。上方傾斜関数１５５０
及び下方傾斜関数１５５２はＦＲＡＢの値に依存するので、それらは負荷従属傾斜関数で
ある。従って、ＦＲＡＢは負荷定常状態Ｔ２Ｐ動態から無負荷Ｔ２Ｐ傾斜動態の分離を許
容する。セクタが無負荷になるとき、より速い傾斜が迅速に、且つ滑らかにセクタ容量を
充たすことが望まれる。セクタが負荷されるとき、より遅い傾斜がライズ・オーバー・サ
ーマル（Rise-over-Thermal：ＲｏＴ）変動を低減するために望まれる。セクタにおける
ＲｏＴは全体の受信電力対熱雑音電力の比として定義される。この量は測定可能で、且つ
自己較正であり、そして各ＡＴ １５０６によって見られる干渉の推定を提供する。他の
方法において、固定傾斜はこれらの矛盾する要求の間の見返りとして使用される。
【００６０】
　上方傾斜関数１５５０及び下方傾斜関数１５５２はネットワークにおいて各フロー１５
１６に関して定義され、そしてフローのＡＴ １５０６を制御するＡＮ １４０４からダウ
ンロード可能である。上方傾斜関数及び下方傾斜関数はそれらの引数としてフローの現在
の電力割付け１２３８ａを有する。上方傾斜関数１５５０はここではｇｕとして時々参照
され、そして下方傾斜関数１５５２はここではｇｄとして時々参照されるであろう。我々
は要求または優先度関数としてｇｕ／ｇｄの比（同じく現在の電力割付け１２３８ａの関
数）を参照する。データ及びアクセス端末電力の有用性に従って、逆方向回線ＭＡＣ（Ｒ
ＬＭａｃ）方法は全てのフロー要求関数値がそれらのフロー割付けにおいて取られたとき
等しくなるように、各フロー１５１６に関する現在の電力割付け１２３８ａに収斂するこ
とが実証される。この事実を使用し、そしてフロー要求関数を思慮深く設計して、集中化
スケジューラによって達成可能なものとして同じフロー・レイアウトの一般的マッピング
及び資源割付けへの要求を達成することが可能である。しかし、要求関数方法は最小制御
信号によって、及び非集中化方式においてこの一般的な予定計画能力を達成する。上方及
び下方傾斜関数は軽負荷セクタにおける急速なトラヒック対パイロット・チャネル電力（
Ｔ２Ｐ）増加、セクタ容量の滑らかな充填、セクタ負荷増加に伴う低傾斜、及び負荷セク
タと無負荷セクタ間のＴ２Ｐ動態の分離を可能にする。ここでは、Ｔ２Ｐはセクタ資源と
して使用される。一定の終了目標に関して、Ｔ２Ｐはフロー伝送速度と共におおよそ比例
して増加する。
【００６１】
　各逆方向回線キャリアについてＱＲＡＢ １６４６及びＦＲＡＢ １６４８を決定するた
めに使用される要素
　図１６はＱＲＡＢ １６４６及びＦＲＡＢ １６４８を決定するために使用されるＡＴ 
１６０６における典型的な機能要素を例示するブロック図である。示したように、ＡＴ 
１６０６はＲＡＢ復調器１６５４、マッパー（mapper）１６５６、第一及び第二の単極型
ＩＩＲフィルタ１６５８、１６６０、及び制限デバイス１６６２を含む。
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【００６２】
　ＲＡＢ １６５４は通信チャネル１６６４を介してＡＮ １６０４からＡＴ １６０６に
伝送される。ＲＡＢ復調器１６５４は当業者には既知の標準の技術を使用して受信信号を
復調する。ＲＡＢ復調器１６５４は対数尤度比（ＬＬＲ）１６６０を出力する。マッパー
１６５６はＬＬＲ １６６０を入力と取出し、そしてＲＡＢ １６６４の可能な値（例えば
、＋１及び－１）の間に値にＬＬＲ １６６０を写像し、それはそのスロットに関する伝
送ＲＡＢの推定である。
【００６３】
　マッパー１６５６の出力は第一の単極型ＩＩＲフィルタ１６５８に提供される。第一Ｉ
ＩＲフィルタ１６５８は時定数τs を有する。第一ＩＩＲフィルタ１６５８の出力は制限
デバイス１６６２に提供される。制限デバイス１６６２は第一ＩＩＲフィルタ１６５８の
出力をＲＡＢ １６６４の二つの可能な値に対応して、二つの可能な値の一つに変換する
。例えば、ＲＡＢ １６６４が－１か＋１のいずれかであったならば、制限デバイス１６
６２は第一ＩＩＲフィルタ１６５８の出力を－１か＋１のいずれかに変換する。制限デバ
イス１６６２の出力はＱＲＡＢ １６４６である。時定数τs はＡＮ １６０４から伝送さ
れたＲＡＢ １６４４の現在の値が何であるかの推定を表すように選択される。例えば、
時定数の値τs は４時間スロットである。ＱＲＡＢ信頼性はＩＩＲフィルタ１６５８のフ
ィルタリング（濾過）によって向上する。一例において、ＱＲＡＢはスロット毎に一度更
新される。
【００６４】
　マッパー１６５６の出力はまた時定数τ1 を持つ第二の単極型ＩＩＲフィルタ１６６０
に提供される。第二ＩＩＲフィルタ１６６０の出力はＦＲＡＢ １６４８である。時定数
τ1 は時定数τsよりさらに長い。時定数τ1の典型的な値は３８４時間スロットである。
【００６５】
　第二ＩＩＲフィルタ１６６０の出力は制限デバイス１６６０に提供されない。従って、
上で述べたように、ＦＲＡＢ １６４８はセクタ１４３２が多忙であることを示すＲＡＢ 
１６４４の第一の値とセクタ１４３２が遊休状態にあることを示すＲＡＢ １６４４の第
二の値との間のどこかにある実数である。
【００６６】
　図１７はＡＴ１２０６上のフロー１２１６に関する現在の電力割付け１２３８ａを決定
するための典型的な方法を例示する。方法１７００のステップ１７０２はフロー１２１６
と関連するＱＲＡＢ １５４６の値を判定することを包含する。ステップ１７０４におい
て、ＱＲＡＢ １５４６が多忙な値（即ち、セクタ１４３２が現在多忙であることを示す
値）に等しいか否が判定される。ＱＲＡＢ １５４６が多忙な値に等しければ、ステップ
１７０６において、現在の電力割付け１２３８ａが減少する、即ち、時間ｎにおけるフロ
ー１２１６に関する現在の電力割付け１２３８ａが時間ｎ－１におけるフロー１２１６に
関する現在の電力割付け１２３８ａより小さい。減少の大きさはフロー１２１６について
定義される下方傾斜関数１５５２を使用して計算される。
【００６７】
　ＱＲＡＢ １５４６が遊休状態の値に等しければ、ステップ１７０８において、現在の
電力割付け１２３８ａは増加する、即ち、現在の時間区間の間のフロー１２１６に関する
現在の電力割付け１２３８ａは最も最近の時間区間の間のフロー１２１６に関する現在の
電力割付け１２３８ａより大きい。増加の大きさはフロー１２１６について定義される上
方傾斜関数１５５０を使用して計算される。
【００６８】
　上方傾斜関数１５５０及び下方傾斜関数１５５２は現在の電力割付け１２３８ａの関数
であり、そして（ＡＮ １４０４によってダウンロード可能な）各フロー１５１６につい
て潜在的に異なる。このように、各フローについて上方１５５０及び下方１５５２傾斜関
数は自律的割付けによってフロー当たりのＱｏＳ差分化を達成するために使用される。
【００６９】
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　傾斜関数の値はまたＦＲＡＢ １５４８によって変動し、傾斜の動態が負荷によって変
動することを意味し、それはあまり負荷のない条件の下で固定点へのさらに急速な収斂、
即ち、一組のＴ２ＰＩｎｆｌｏｗ割付けを許容する。収斂時間は傾斜関数の大きさに関係
がある。それはまたＴｘＴ２Ｐ突発性に対する明確な制限によって突発源（bursty sourc
es）のより良好な取扱い（高いピーク対平均処理能力）を提供する。
【００７０】
　現在の電力割付け１２３８ａが増加する場合は、増加の大きさは次のように表される：
【数６】

【００７１】
　現在の電力割付け１２３８ａが減少する場合は、減少の大きさは次のように表される：

【数７】

【００７２】
　Ｔ２ＰＵｐi はフローｉに関する上方傾斜関数１５５０である。Ｔ２ＰＤｎi はフロー
ｉに関する下方傾斜関数１５５２である。上で述べたように、各フローは優先度または要
求関数、Ｔ２ＰＩｎｆｌｏｗの関数を持っており、それはＴ２ＰｕｐとＴ２Ｐｄｎ関数の
比である。ＰｉｌｏｔＳｔｒｅｎｇｔｈn,s は他のセクタのパイロット電力に対するサー
ビス・セクタのパイロット電力の指標である。いくつかの実施例において、それはサービ
ス・セクタＦＬパイロット電力の他のセクタのパイロット電力に対する比である。Ｐｉｌ
ｏｔＳｔｒｅｎｇｔｈi は傾斜関数のＴ２Ｐ引数におけるオフセットにパイロット強度を
マッピングする関数であり、そしてＡＮからダウンロード可能である。Ｔ２Ｐはトラヒッ
ク対パイロット電力比を表す。オフセットはパイロット・チャネルに相対的なトラヒック
・チャネルの利得を参照する。このように、ＡＴにおけるフローの優先度はＰｉｌｏｔＳ
ｔｒｅｎｇｔｈn,s 変数によって測定されたネットワークにおけるＡＴの位置に基づいて
調整される。
【００７３】
　現在の電力割付け１２３８ａは次のように表される：
【数８】

【００７４】
　前述の方程式に例示したように、飽和レベル１１３５に到達し、そして傾斜（ramping
）がゼロに設定されれば、現在の電力割付け１２３８ａは指数的に減衰する。これは突発
的トラヒック源に関する現在の電力割付け１２３８ａの値における持続を許容し、そのた
めに持続時間は一般的なパケット相互到着時間より長くなければならない。
【００７５】
　いくつかの実施例において、ＱＲＡＢ値１５４６はＡＴ １２０６の稼働集合における
各セクタについて推定される。ＱＲＡＢがＡＴの稼働集合におけるどれかのセクタについ
て多忙であれば、現在の電力割付け１２３８ａは減少する。ＱＲＡＢがＡＴの稼働集合に
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おける全てのセクタについて遊休状態であれば、現在の電力割付け１２３８ａは増加する
。代替実施例において、別のパラメータＱＲＡＢｐｓが定義される。ＱＲＡＢｐｓについ
て、測定パイロット強度が考慮される。（パイロット強度はサービス・セクタのパイロッ
ト電力の他のセクタのパイロットな電力に対する指標である。いくつかの実施例において
、それはサービス・セクタＦＬパイロット電力の他のセクタのパイロット電力に対する比
である。）ＱＲＡＢｐｓはＡＴ １２０６の稼働集合における逆方向回線干渉に対するＡ
Ｔ １２０６の寄与に応じて短期のセクタ負荷を解釈する際に使用される。ＱＲＡＢが下
記の条件の一つ以上を満たすセクタｓに関して多忙であるならば、ＱＲＡＢｐｓは多忙な
値に設定される：（１）セクタｓはアクセス端末に関して順方向回線サービス・セクタで
ある；（２）セクタｓからのＤＲＣＬｏｃｋビットは固定されてなく（out-of-lock）、
そしてセクタｓのＰｉｌｏｔＳｔｒｅｎｇｔｈn,s は閾値より大きい；（３）セクタｓか
らのＤＲＣＬｏｃｋビットは固定され（in-lock）、そしてセクタｓのＰｉｌｏｔＳｔｒ
ｅｎｇｔｈn,s は閾値より大きい。他の場合は、ＱＲＡＢｐｓは遊休状態の値に設定され
る。（ＡＮ １２０４がＡＴ １２０６によって送られたＤＲＣ情報を首尾よく受取ってい
るかどうかをＡＴ １２０６に通知するためにＡＮ １２０４はＤＲＣＬｏｃｋチャネルを
使用する。例えば、ＤＲＣＬｏｃｋビット（例えば、「イエス」または「ノー」を標示す
る）はＤＲＣＬｏｃｋチャネル上で送られる。）ＱＲＡＢｐｓが決定される実施例におい
て、現在の電力割付けはＱＲＡＢｐｓが遊休状態にあるときは増加し、ＱＲＡＢｐｓが多
忙のときは減少する。
【００７６】
　各逆方向回線キャリアに関する集中制御
　図１８はＡＴ １８０６がＡＮ １８０４上でスケジューラ１８４０へ要求メッセージ１
８６６を送る集中制御を含む実施例を例示する。図１８はまた承諾メッセージ１８４２を
ＡＴ １８０６に送るスケジューラ１８４０を例示する。いくつかの実施例において、ス
ケジューラ１８４０は自らの主導で承諾メッセージ１８４２をＡＴ １８０６に送る。代
りに、スケジューラ１８４０はＡＴ １８０６によって送られる要求メッセージ１８６６
に応答して承諾メッセージ１８４２をＡＴ １８０６に送る。要求メッセージ１８６６は
フロー当たりの列長さ情報と同様にＡＴ電力空き高情報を含む。
【００７７】
　図１９はＡＴ １９０６がＡＮ １８０４に要求メッセージ１８６６を送るときを決定す
るためにＡＴ １９０６において維持される情報を例示する。示したように、ＡＴ １９０
６は要求比１９６８と関連する。要求比１９６８は逆方向トラヒック・チャネル２０８上
で送られた要求メッセージ・サイズ１８６６の逆方向トラヒック・チャネル２０８上で送
られたデータに対する比を示す。いくつかの実施例において、要求比１９６８がある閾値
以下に減少するとき、ＡＴ １９０６は要求メッセージ１８６６をスケジューラ１８４０
へ送る。
【００７８】
　ＡＴ １９０６はまた要求区間１９７０と関連する。要求区間１９７０は最後の要求メ
ッセージ１８６６がスケジューラ１９４０へ送られてからの時間期間を示す。いくつかの
実施例において、要求区間１９７０がある閾値以上に増加するとき、ＡＴ １９０６は要
求メッセージ１８６６をスケジューラ１９４０へ送る。要求メッセージ１８６６を始動す
る両方の方法は共に同様に使用される（即ち、どちらの方法でもそれを引き起こすとき、
要求メッセージ１８６６が送られる）。
【００７９】
　図２０はＡＮ ２００４上で働いているスケジューラ２０４０とセクタ２０３２内のＡ
Ｔ ２００６との間の典型的な相互動作を例示する。図２０に示したように、スケジュー
ラ２０４０はセクタ２０３２内のＡＴ ２００６の部分集合２０７２に関する現在の電力
割付け承諾１３７４を決定する。個別の現在の電力割付け承諾１３７４は各ＡＴ ２００
６について決定される。部分集合２０７２中のＡＴ ２００６が一以上のフロー１２１６
を含む場合は、スケジューラ２０４０はＡＴ ２００６上のいくつか、または全てのフロ
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ー１２１６に関する個別の現在の電力割付け承諾１３７４を決定する。スケジューラ２０
４０は部分集合２０７２中のＡＴ ２００６に承諾メッセージ２０４２を定期的に送る。
実施例において、スケジューラ２０４０は部分集合２０７２の一部ではないセクタ２０３
２内のＡＴ ２００６に関する現在の電力割付け承諾１３７４を決定しない。その代りに
、セクタ２０３２中の残りのＡＴ ２００６はそれら自身の現在の電力割付け１０３８ａ
を決定する。承諾メッセージ２０４２はいくつかの、または全ての現在の電力割付け承諾
１３７４に関する保持期間を含む。現在の電力割付け承諾１３７４に関する保持期間はＡ
Ｔ ２００６が現在の電力割付け承諾１３７４によって指定されたレベルにおいて対応す
るフロー１２１６に関する現在の電力割付け１２３８ａをどれだけ長く保持するかを示す
。
【００８０】
　図２０に例示した方法に従って、スケジューラ２０４０はセクタ２０３２における全て
の容量を充たすように設計されていない。その代りに、スケジューラ２０４０は部分集合
２０７２内のＡＴ ２００６に関する現在の電力割付け１０３８ａを決定し、そして残り
のセクタ２０３２容量はスケジューラ２０４０から介入されることなく残りのＡＴ ２０
０６によって効率的に使用される。部分集合２０７２は時間とともに変化し、そして各承
諾メッセージ２０４２と共にもちろん変化する。同じく、承諾メッセージ２０４２をＡＴ
 ２００６のある部分集合２０７２へ送る決定は、いくつかのフロー１２１６が或るＱｏ
Ｓ要求を満たしていないという検知を含めて、いくつかの外部事象によって始動される。
【００８１】
　図２１はＡＮ ２１０４上で動くスケジューラ及とＡＴ ２１０６との間の別の典型的な
相互動作を例示する。いくつかの実施例において、ＡＴ ２１０６がＡＴ ２１０６上のフ
ロー２１１６に関する現在の電力割付け２１３８ａを決定することを許されるならば、現
在の電力割付け２１３８ａの各々は安定状態の値にいずれは収斂するであろう。例えば、
一つのＡＴ ２１０６が伝送すべきデータを持つフロー２１１６によって無負荷セクタ２
１３２に入るならば、そのフロー２１１６に関する現在の電力割付け２１３８ａはそのフ
ロー２１１６が全体のセクタ２１３２処理能力を必要とするまで増加するであろう。しか
しながら、これが起こるにはしばらく時間がかかる。
【００８２】
　代りの手法はスケジューラ２１４０が各ＡＴ ２１０６におけるフローが究極的に到達
するであろう定常状態の値の推定を決定することである。そしてスケジューラ２１４０は
承諾メッセージ２１４２を全てのＡＴ ２１０６に送る。承諾メッセージ２１４２におい
て、フロー２１１６に関する現在の電力割付け承諾２１７４はスケジューラ２１４０によ
って決定されたそのフロー２１１６に関する定常状態値の推定に等しく設定される。承諾
メッセージ２１４２を受取ると、ＡＴ ２１０６はＡＴ ２１０６上のフロー２１１６に関
する現在の電力割付け２１３８ａを承諾メッセージ２１４２における定常状態推定２１７
４に等しく設定する。一旦、これが行われれば、ＡＴ ２１０６は続いてシステム条件の
あらゆる変化を追跡し、そしてスケジューラ２１４０からさらに介入されることなく、自
律的にフロー２１１６に関する現在の電力割付け２１３８ａを決定することを許容される
。
【００８３】
　図２２はＡＮ ２２０４上のスケジューラ２２４０からＡＴ ２２０６へ伝送される承諾
メッセージ２２４２の別の実施例を例示する。前と同様に、承諾メッセージ２２４２はＡ
Ｔ ２２０６上の一以上のフロー２２１６に関する現在の電力割付け承諾２２７４を含む
。その上、承諾メッセージはいくつかの、または全ての現在の電力割付け承諾２２７４に
関する保持期間２２７６を含む。
【００８４】
　承諾メッセージ２２４２はまたＡＴ ２２０６上のいくつかの、または全てのフロー２
２１６に関する累積電力割付け承諾２２７８をを含む。承諾メッセージ２２４２を受取る
と、ＡＴ ２２０６はＡＴ ２２０６上のフロー２２１６に関する累積電力割付け２２３８
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ｂを承諾メッセージ２２４２における対応するフロー２２１６に関する累積電力割付け承
諾２２７８に等しく設定する。
【００８５】
　図２３はいくつかの実施例において、ＡＴ ２２０６に記憶される電力プロフィール２
３８０を例示する。電力プロフィール２３８０はペイロード・サイズ４２０及びＡＴ ２
３０６によってＡＮ ２０４に伝送されるパケットの電力レベル４２２を決定するために
使用される。
【００８６】
　電力プロフィール２３８０は複数のペイロード・サイズ２３２０を含む。電力プロフィ
ール２３８０に含まれるペイロード・サイズ２３２０はＡＴ ２３０６によって伝送され
るパケット５２４に関する可能なペイロード・サイズ２３２０である。
【００８７】
　電力プロフィール２３８０における各ペイロード・サイズ２３２０は可能な各伝送モー
ドに関する電力レベル２３２２と関連する。例示の実施例において、各ペイロード・サイ
ズ 2320 は高容量電力レベル２３２２ａ及び低待ち時間電力レベル２３２２ｂと関連する
。高容量電力レベル２３２２は対応するペイロード・サイズ２３２０を持つ高容量パケッ
ト５２４ａの電力レベルである。低待ち時間電力レベル２３２０ｂは対応するペイロード
・サイズ２３２０を持つ低待ち時間パケット５２４ｂの電力レベルである。
【００８８】
　図２４はＡＴ ２４０６に記憶されている複数の伝送条件２４８２を例示する。いくつ
かの実施例において、伝送条件２４８２はパケット５２４に関するペイロード・サイズ４
２０及び電力レベル４２２の選択に影響を与える。
【００８９】
　伝送条件２４８２は割付け電力条件２４８４を含む。割付け電力条件２４８４は一般に
ＡＴ ２４０６が割付けられたよりも多い電力を使用していないことを保証することに関
係する。特に、割付け電力条件２４８４はパケット５２４の電力レベル４２２がＡＴ ２
４０６に関して全体の利用可能な電力１０３４を越えないことである。ＡＴ ２４０６に
ついて全体の利用可能な電力１０３４を決定するための様々な典型的な方法は上記で論じ
た。
【００９０】
　伝送条件２４８２はまた最大電力条件２４８６を含む。最大電力条件２４８６は、パケ
ット５２４の電力レベル４２２がＡＴ ２４０６について指定された最大電力レベルを越
えないことである。
【００９１】
　伝送条件２４８２はまたデータ条件２４８８を含む。データ条件２４８８は一般にＡＴ
 ２４０６が現在持っている伝送に利用可能なデータの量と同様にＡＴ ２４０６の全体の
利用可能な電力１０３４を考慮してパケット５２４のペイロード・サイズ４２０がそれほ
ど大きくないことを保証することに関係する。特に、データ条件２４８８はパケット５２
４の伝送モードについてさらに低い電力レベル２３２２に対応し、且つ（１）伝送のため
に現在利用可能であるデータの量、及び（２）ＡＴ ２４０６の全体の利用可能な電力が
対応するデータの量の少ない方を搬送することができる電力プロフィールにおいてペイロ
ード・サイズ２３２０がないことである。
【００９２】
次に伝送条件２４８２の数学式の説明をする。割付け電力条件２４８４は次のように表さ
れる：
【数９】

【００９３】
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　ＴｘＴ２ＰＮｏｍｉｎａｌPS,TM はペイロード・サイズＰＳ及び伝送モードＴＭに関す
る電力レベル２３２２である。Ｆはフロー集合である。
【００９４】
　最大電力条件２４８６は次のように表される：
【数１０】

【００９５】
　いくつかの実施例において、パケット５２４の電力レベル４２２はパケット５２４の伝
送の間にある点において第一の値から第二の値へ推移することが許される。そのような実
施例において、電力プロフィール２３２０において指定される電力レベル２３２２は推移
前（pre-transition）の値及び推移後（post-transition）の値を含む。ＴｘＴ２ＰＰｒ
ｅＴｒａｎｓｉｔｉｏｎPS,TM はペイロード・サイズＰＳ及び伝送モードＴＭについて推
移前の値である。ＴｘＴ２ＰＰｏｓｔＴｒａｎｓｉｔｉｏｎPS,TM はペイロード・サイズ
ＰＳ及び伝送モードＴＭについて推移後の値である。ＴｘＴ２ＰｍａｘはＡＴ ２０６に
ついて定義される最大電力レベルであり、そしてＡＴ ２０６によって測定されたＰｉｌ
ｏｔＳｔｒｅｎｇｔｈの関数である。ＰｉｌｏｔＳｔｒｅｎｇｔｈはサービス・セクタの
パイロット電力対他のセクタのパイロット電力の指標である。いくつかの実施例において
、それはセクタＦＬパイロット電力の他のセクタのパイロット電力に対する比である。そ
れはまたＡＴ ２０６が自律的に実行する上り下りの傾斜（up and down ramping）を制御
するために使用される。それはまた、悪い地形にある（例えば、セクタの端における）Ａ
Ｔ ２０６が他のセクタにおいて不必要な干渉を造出することを避けるために、それらの
最大送信電力を制限するように、ＴｘＴ２Ｐｍａｘを制御するために使用される。実施例
において、これは順方向回線パイロット強度に基づいてｇｕ／ｇｄ傾斜を調整することに
よって達成される。
【００９６】
　いくつかの実施例において、データ条件２４８８は、パケット５２４の伝送モードに関
する低電力レベル２３２２に対応し、且つ次の式によって与えられるサイズのペイロード
を搬送することが可能である電力プロフィール２３８０においてペイロード・サイズがな
いことである：
【数１１】

【００９７】
　式（１１）において、ｄi, n はサブフレームｎの間に伝送されるサブパケットに含ま
れるフローｉ（２６１６）からのデータの量である。式Ｔ２ＰＣｏｎｖｅｒｓｉｏｎＦａ
ｃｔｏｒTM×ＰｏｔｅｎｔｉａｌＴ２ＰＯｕｔｆｌｏｗi,TM はフローｉに関して伝送可
能なデータ、即ち、ＡＴ ２４０６に関する全体の利用可能な電力１０３４が対応するデ
ータの量である。Ｔ２ＰＣｏｎｖｅｒｓｉｏｎＦａｃｔｏｒTM はフローｉ（２６１６）
に関する全体の利用可能な電力１２３８をデータ・レベルに変換するための変換要素であ
る。
【００９８】
　図２５はＡＴ ２０６がパケット５２４に関するペイロード・サイズ４２０及び電力レ
ベル４２２を決定するために行う典型的な方法２５００を例示する。ステップ２５０２は
電力プロフィール２３８０からペイロード・サイズ２３２０を選択することを含む。ステ
ップ２５０４はパケット５２４の伝送モードについて選択されたペイロード・サイズ２３
２０に関連する電力レベル２３２２を識別することを含む。例えば、パケット５２４が高
容量モードで伝送されようとしていれば、ステップ２５０４は選択ペイロード・サイズ２
３２０に関連する高容量電力レベル２３２２ａを識別することを含む。逆に、パケットが
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低待ち時間モードで伝送されようとしていれば、ステップ２５０４は選択ペイロード・サ
イズ２３２０に関連する低待ち時間電力レベル２３２２ｂを識別することを含む。
【００９９】
　ステップ２５０６はパケット５２４が選択ペイロード・サイズ２３２０及び対応する電
力レベル２３２２とともに伝送されるならば、伝送条件２４８２が満たされているかどう
かを判定することを含む。伝送条件２４８２がステップ２５０６において満たされている
ことが判定されれば、選択ペイロード・サイズ２３２０及び対応する電力レベル２３２２
は物理層３１２に伝達される。
【０１００】
　伝送条件２４８２がステップ２５０６において満たされていないことが判定されれば、
ステップ２５１０において別のペイロード・サイズ２３２０が電力プロフィール２３８０
から選択される。方法２５００はそれからステップ２５０４に戻り、そして上述のように
進む。
【０１０１】
　マルチ-フロー割付けに関連する基礎設計機構は利用可能な全体の電力がアクセス端末
２６０６における各フローに利用可能な電力の合計に等しいことである。そのようなこと
はアクセス端末２６０６自身がハードウェア限界（限られたＰＡ空き高）か、またはＴｘ
Ｔ２Ｐｍａｘ限界のどちらかにより、伝送電力を使い果たす点まで旨く働く。伝送電力が
制限されるとき、アクセス端末２６０６におけるフロー電力割付けのさらなる調停が必要
である。上で論じたように、電力限界がないとき、ｇｕ／ｇｄ要求関数はＲＡＢ及びフロ
ー傾斜の正規関数を介して各フローの電力割付けを決定する。
【０１０２】
　ＡＴ ２６０６電力が制限される状況において、フロー２６１６割付けを設定する一つ
の方法はＡＴ ２６０６電力限界をセクタ電力限界に厳密に類似しているとして考えるこ
とである。一般に、そのセクタはＲＡＢを設定するために使用される最大受信電力基準を
有し、それはそれから各フローの電力割付けへ導くことになる。その考えは、ＡＴ ２６
０６が電力制限されるとき、そのＡＴ ２６０６における各フローはＡＴ ２６０６の電力
限界が実際にセクタの受信電力の対応限界であったならば、それが受取るであろう電力割
付けに設定されることである。このフロー電力割付けはＡＴ ２６０６内部の仮想ＲＡＢ
を動かすこと、もしくは他の同等のアルゴリズムのどちらかによって、ｇｕ／ｇｄ要求関
数から直接に決定される。このように、ＡＴ ２６０６内フロー優先度は保持され、そし
てＡＴ ２６０６間フロー優先度と両立する。さらに、既存のｇｕ及びｇｄ関数を越えた
情報は必要でない。
【０１０３】
　ここに述べたいくつか、または全ての実施例の様々な特徴の要約はここに提供される。
システムは平均資源割付け（Ｔ２ＰＦｌｏｗ ２６３５）の分離について、そしてこの資
源がどのようにパケット割付け（ピーク速度及びピーク・バースト期間を含む）のために
使用されるかを考慮する。
【０１０４】
　パケット割付けは全ての場合に自律状態を維持する。平均資源割付けについて、予定さ
れた或いは自律的ないずれかの割付けが可能である。パケット５２４割付け処理は両方の
場合に同じ機能をするので、これは予定された、及び自律的割付けの途切れのない統合を
可能にし、平均資源は要望通りにしばしば更新される。
【０１０５】
　メッセージにおける保留時間の制御は最小信号通信オーバーヘッドによる資源割付タイ
ミングの正確な制御を可能にする。
【０１０６】
　承諾メッセージにおけるＢｕｃｋｅｔＬｅｖｅｌ制御は長期にわたるその平均割付けに
影響を及ぼさずにフローへの資源の迅速な注入を可能にする。これは一種の「一時使用（
one-time use）」資源注入である。
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【０１０７】
　スケジューラ２６４０は「定点（fixed-point）」の推定、または各フロー２６１６に
ついて適切な資源割付を行い、そしてこれらの値を各フロー２６１６にダウンロードする
。これはネットワークがその適切な割付けに近づく時間を減少させ（「粗（coarse）」割
付け）、そしてそれから自律モードは急速に究極の割付けを達成する（「精細（fine）」
割付け）。
【０１０８】
スケジューラ２６４０は承諾をフロー２６１６の部分集合に送り、そしてその他が自律割
付けを実行することを可能にする。このように、資源保証は或る主要フロー（key flows
）に対して行われ、したがって残りフローは適切なものとして残りの容量を自律的に「充
填（fill-in）」する。
【０１０９】
　スケジューラ２６４０は「見張り（shepherding）」関数を実施し、そこではフローが
ＱｏＳ要求を満たしていないとき、承諾メッセージのみの伝送が発生する。他の場合は、
そのフローは自律的にそれ自身の電力割付けを設定することを許される。このように、Ｑ
ｏＳ保証は最小信号通信及びオーバーヘッドによって行われる。フローに関するＱｏＳ目
標を達成するために、見張りスケジューラ２６４０は自律割付けの定点解と異なる電力割
付けを与えることに注目せよ。
【０１１０】
　ＡＮ ２６０４は上り下りの傾斜関数（ramping functions）のフロー毎の設計を指定す
る。これらの傾斜関数の適切な選択は各セクタにおいて１ビットの制御情報を使用して、
純粋に自律的操作のみによってあらゆるフロー２６１６毎の平均資源割付けの正確な指定
を可能にする。
【０１１１】
　ＱＲＡＢ設計に含まれる（全てのスロットを更新され、そして各ＡＴ ２６０６におい
て短い時定数によって濾過（フィルタ）された）非常に速いタイミングは各フローの電力
割付けの非常に厳しい制御を可能にし、そして安定性及び通信区域（coverage）を維持し
ながら全体のセクタ容量を最大化する。
【０１１２】
　ピーク電力のフロー２６１６毎の制御は平均電力割付け及びセクタ負荷（ＦＲＡＢ）の
関数として許容される。これは全体のセクタ１４３２負荷及び安定性への影響と突発性ト
ラヒックの適時性の交換条件（trading off）となる。
【０１１３】
　ピーク電力率での伝送の最大期間のフロー２６１６毎制御はＢｕｒｓｔＤｕｒａｔｉｏ
ｎＦａｃｔｏｒの使用を介して許容される。ピーク率制御と関連して、これは自律フロー
割付けの中央調整をしないでセクタ１４３２安定性及びピーク負荷の制御を可能にし、そ
して特定の情報源（source）形式に要求を合わせることを可能にする。
【０１１４】
　突発性情報源への割付けはＴ２ＰＩｎｆｌｏｗ２６３５のバケツ機構及び持続（persis
tence）によって取扱われ、それは平均電力の制御を維持しながら突発性情報源到着への
平均電力割付けのマッピングを可能にする。Ｔ２ＰＩｎｆｌｏｗ ２６３５フィルタ時定
数は、散発的パケット５２４到着が許容され、そしてＴ２ＰＩｎｆｌｏｗ ２６３５が最
小割付けまで減衰する持続時間を制御する。
【０１１５】
　ＦＲＡＢ１５４８へのＴ２ＰＩｎｆｌｏｗ２６３５傾斜の依存度は最終の平均電力割付
けに影響を及ぼすことなく、負荷の少ないセクタ１４３２における高傾斜動態を可能にす
る。このように、セクタがあまり負荷のないときは、積極的な傾斜化が実行され、一方、
良好な安定性は傾斜の積極性を低減することによって高負荷レベルに維持される。
【０１１６】
　Ｔ２ＰＩｎｆｌｏｗ ２６３５はフロー優先度、データ要求、及び利用可能な電力に基
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づいて、自律動作を介して或るフロー２６１６について適切な割付けに自己調整している
。フロー２６１６が過剰割付けされるとき、ＢｕｃｋｅｔＬｅｖｅｌはＢｕｃｋｅｔＬｅ
ｖｅｌＳａｔ値に達し、上り傾斜化が止まり、そしてＴ２ＰＩｎｆｌｏｗ ２６３５値は
ＢｕｃｋｅｔＬｅｖｅｌがＢｕｃｋｅｔＬｅｖｅｌＳａｔ ２６３５より少ないレベルま
で減衰する。これはしたがってＴ２ＰＩｎｆｌｏｗ ２６３５に関して適切な割付けであ
る。
【０１１７】
上り／下り傾斜関数設計に基づく自律割付けにおいて利用可能なフロー毎ＱｏＳ差別化の
他に、ＱＲＡＢまたはＱＲＡＢｐｓ及び傾斜化のＰｉｌｏｔＳｔｒｅｎｇｔｈへの依存性
に基づいてフロー２２１６電力割付けを制御することがまた可能である。このように、悪
い（poor）チャネル条件におけるフロー２６１６は低い割付けを得て、干渉を低減し、且
つシステムの全体の容量を改善し、或いはチャネル条件に無関係の十分な割付けを得て、
それはシステム容量を犠牲にして一様な動作を維持する。これは公平性／一般的な快適性
の交換条件の制御を許容する。
【０１１８】
　できる限り、各フロー２２１６に関するＡＴ ２６０６間及びＡＴ ２６０６内電力割付
けの両方はできる限り位置に無関係である。これは他のどんなフロー２６１６が同じＡＴ
 ２６０６または他のＡＴ ２６０６にあるかは問題とならないことを意味し、フロー２２
１６の割付けは全体のセクタ負荷に依存するのみである。いくつかの物理的事実、特に、
最大ＡＴ ２６０６送信電力、及び高容量（ＨｉＣａｐ）及び低待ち時間（ＬｏＬａｔ）
フロー２６１６の結合に関する課題は、いかに旨くこの目標が達成されるかを制約する。
【０１１９】
　この手法との調和において、ＡＴ ２６０６パケット割付けに利用可能な全体の電力は
ＡＴ ２６０６の送信電力制限によって、ＡＴ ２６０６における各フローに利用可能な電
力の合計である。
【０１２０】
　どんな規定（rule）がパケット割付けに含まれる各フロー２２１６からデータ割付けを
決定するために使用されるにしても、フロー２２１６の資源利用の正確な計算がバケツ引
出しに関して維持される。このように、フロー２２１６間の公平性はあらゆるデータ割付
け規定について保証される。
【０１２１】
　ＡＴ ２６０６が電力制限され、そして全てのそのフロー２６１６に利用可能な総電力
を融通できないとき、電力はＡＴ ２６０６内の利用可能なより小さい電力に適した各フ
ローから使用される。すなわち、ＡＴ ２６０６内のフローは、それらが単にそれらのＡ
Ｔ ２６０６及びその最大電力レベルを持つセクタを共有していたかのように、相互に相
対的な適切な優先度を維持する（ＡＴ ２６０６の電力限界は全体としてセクタの電力限
界に類似している）。電力制限されたＡＴ ２６０６によって使い切れずにセクタに残っ
ている電力はしたがっていつもセクタにおいて他のフロー２６１６に利用可能である。
【０１２２】
　結合しないことがパケット５２４に亘って大きな電力差につながる程に、 一つのＡＴ 
２６０６において可能な高容量データ利用の合計が高いとき、高容量フロー２２１６は低
待ち時間伝送に結合される。これは自己干渉システムに適した伝送電力において円滑性を
維持する。特定の高容量フロー２２１６ａが送信すべき同じＡＴ ２６０６において全て
の低待ち時間フロー２２１６ｂを待つことができないように遅延要求を持っているとき、
高容量フロー２２１６ａは低待ち時間フローに結合され、可能なデータ利用の閾値に到達
すると、フローはそのデータを低待ち時間伝送に結合する。このように、高容量フロー２
２１６ａの遅延必要条件は持続的な低待ち時間フロー２２１６ｂとともにＡＴ ２６０６
を共有するとき満たされる。セクタの負荷が軽く、高容量フロー２２１６ａを低待ち時間
フローとして送る際の効率損失が重要ではなく、従って結合が常に許されるとき、高容量
フローは低待ち時間伝送に結合される。
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【０１２３】
　高容量モードに関するパケット・サイズがサイズで少なくともＰａｙｌｏａｄＴｈｒｅ
ｓｈのとき、稼働低待ち時間フロー２２１６ｂがないとしても、一組の高容量フロー２２
１６ａは低待ち時間モードで伝送される。ＡＴ ２６０６に関する最高処理能力は最大パ
ケット５２４サイズ及び低待ち時間伝送モードで発生するので、それらの電力割付けが十
分に高いとき、これは高容量モード・フローが最高処理能力を達成することを可能にする
。別の云い方をすると、高容量伝送のピーク速度は低待ち時間伝送のそれよりも非常に低
く、従って高容量モード・フロー２２１６ａは、それが最も高い処理能力を達成すること
が適切であるとき、低待ち時間伝送を使うことを許される。
【０１２４】
　各フロー２２１６は最大の電力割付けを制限するＴ２Ｐｍａｘパラメータを持つ。おそ
らくネットワークにおいてその場所に依存する、ＡＴ ２６０６の総送信電力を制限する
ことがまた望ましい（例えば、 二つのセクタの境界でＡＴ ２６０６が干渉の追加を造出
し、そして安定性に影響を及ぼすとき）。パラメータＴ２ＰｍａｘはＰｉｌｏｔＳｔｒｅ
ｎｇｔｈの関数になるように設計され、そしてＡＴ ２６０６の最大送信電力を制限する
。
【０１２５】
　図２６はＡＴ ２６０６の実施例を例示する機能ブロック図である。ＡＴ ２６０６はＡ
Ｔ ２６０６の動作を制御するプロセッサ２６０２を含む。プロセッサ２６０２はまたＣ
ＰＵとも云われる。メモリ２６０５は、読出し専用メモリ（ＲＯＭ）及びランダム・アク
セス・メモリ（ＲＡＭ）の両方を含み、命令（instructions）及びデータをプロセッサ２
６０２に提供する。メモリ２６０５の一部はまた不揮発性ランダム・アクセス・メモリ（
ＮＶＲＡＭ）を含む。
【０１２６】
　ＡＴ ２６０６は、セルラー電話のような無線通信デバイスにおいて具現され、ＡＮ ２
６０４のように、ＡＴ ２６０６と遠隔場所との間のオーディオ通信といったデータの伝
送及び受信を可能にする送信器２６０８及び受信器２６１０を収容する筐体２６０７を含
む。送信器２６０８及び受信器２６１０は送受信器２６１２に結合されている。アンテナ
２６１４は筐体２６０７に取付けられ、そして送受信器２６１２と電気的に接続される。
追加のアンテナもまた使用される。送信器２６０８、受信器２６１０送信器及びアンテナ
２６１４の動作は当業者には周知であり、そしてここに述べる必要はない。
【０１２７】
　ＡＴ ２６０６はまた送受信器２６１２によって受信された信号のレベルを検出して、
定量化するために使用される信号検出器２６１６を含む。信号検出器２６１６は当業者に
は既知のように全体エネルギー、疑似雑音（ＰＮ）チップ毎のパイロット・エネルギー、
電力スペクトル密度、及び他の信号としてそのような信号を検出する。
【０１２８】
　状態変換器（state changer）２６２６は現在の状態、及び送受信器２６１２によって
受信され、そして信号検出器２６１６によって検出された追加信号に基づいて無線通信デ
バイスの状態を制御する。無線通信デバイスはいくつかの状態のいずれにおいても動作す
ることが可能である。
【０１２９】
　ＡＴ ２６０６はまた無線通信デバイスを制御し、そしてそれが現在のサービス・プロ
バイダ・システムが不十分であることを決定するとき、無線通信デバイスがどちらのサー
ビス・プロバイダ・システムに転送すべきであるかを決定するために使用されるシステム
決定器２６２８を含む。
【０１３０】
　ＡＴ ２６０６の様々な構成要素は電力バス、制御信号バス、及びデータ・バスの他に
ステータス信号バスを含むバス・システム２６３０によって連結される。しかしながら、
明確にするために、様々なバスはバス・システム２６３０として図２６に例示される。Ａ
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Ｔ ２６０６は信号を処理するのに使用するためのディジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）
２６０９を含む。図６に例示したＡＴ ２６０６は特定の構成要素よりむしろ機能ブロッ
ク図であることを当業者は理解するであろう。
【０１３１】
　マルチ-キャリア、マルチ-フロー、逆方向回線媒体制御
　上記で述べた実施例はＴ２Ｐ領域におけるアクセスを規制し、且つ制御するためにＲＬ
ＭＡＣバケツが各フロー２２１６について使用される単一キャリア・システムに関係する
。ここに述べた様々なデバイス及び処理（processes）はまたマルチ-キャリア、マルチ-
フロー・システムにおいて実施され、そこでは各アクセス端末はマルチ-キャリア（例え
ば、周波数帯域）上でパイロット、オーバーヘッド及びトラヒック信号を伝送する。例え
ば、キャリアが１．２５ＭＨｚ（メガヘルツ）の周波数帯域を持っているならば、５ＭＨ
ｚ周波数帯域は３または４キャリアを含む。
【０１３２】
　一つのマルチ-キャリア実施例において、ＡＴ ２６０６は同時に働く多数のアプリケー
ション・フロー２２１６を持つ。これらのアプリケーション・フローはＡＴ ２６０６に
おいてＭＡＣ層フローにマッピングし、 そこではマッピングは（例えば、集中制御の下
で）ＡＮ ２６０４によって制御される。ＡＴ ２６０６は全ての割当てられたキャリアに
わたって伝送に利用可能な電力の最大総量を有する。ＡＴ ２６０６におけるＭＡＣはフ
ロー２２１６のＱｏＳ制約（例えば、遅延、ジッター、誤り率、等々）、ネットワークの
負荷制約（例えば、ＲｏＴ、各々における負荷、セクタ、等々）、等々といった様々な制
約を満たすために、各割当キャリア上の各フロー２６１６への伝送のために割付けられる
べき電力の量を決定する。
【０１３３】
　ＡＮ ２６０４がパラメータ（そのいくつかはフローに無関係で、その他はキャリアに
依存する）の集中集合を決定するようにＭＡＣは設計され、一方、ＡＴ ２６０６は各キ
ャリアにおいて各フロー２２１６に関する物理層毎のパケット（per-physical-layer-pac
ket）電力割付けを決定する。様々な設計目標に応じて、ＡＮ ２６０４は、集中パラメー
タの適切な集合を決定することによってネットワークにおける異なるキャリアに亘って、
異なるＡＴ ２６０６に在駐するフロー２２１６と同様に同じＡＴ ２６０６に在駐するフ
ロー２２１６についてフロー２２１６割付けを制御することを選択する。
【０１３４】
　マルチ-キャリア・システムにおいてデータ・フローを規制すること
　ＡＴ ２６０６が多数のＲＬキャリアを割当てられるとき、ＡＴ ２６０６に割当てられ
た各ＲＬキャリアにおけるデータ・フロー２２１６アクセス制御は、例えば図２７に例示
したように、各ＭＡＣ層フローに関するトークン・バケツの二つの個別集合を使用するこ
とによってＡＴ ２６０６においてフロー２２１６データ規制（policing）から分離され
る。（これはフロー２２１６アクセス制御及びフロー２２１６データ規制が単一バケツ機
構によって連結される単一キャリア実施例とは異なる。）アプリケーション・フロー２２
１６によって生成されたデータはデータ領域において定義された規制トークン・バケツ２
６３６ａによって（データ・フロー２２１６の規制のために）最初に調整される。実施例
において、フロー２２１６毎に一つの規制関数（policing function）がある。規制関数
はフロー２２１６によって利用される平均及びピーク資源が限界以下か等しいかを保証す
る。実施例において、フロー２２１６（或いは、ＡＴ ２６０６）はマルチ-キャリア・シ
ステムにおいて追加割付けを乱用することなく、そして規制はデータ領域において行われ
る。
【０１３５】
　図２８に示した次のステップはＲＴＣ ＭＡＣ層においてフロー２２１６を規制したと
き実行される。まず第一に、ＡＮ ２６０４は次のデータ・トークン・バケツ属性を構成
する（ステップ３０１０）：
　ＤａｔａＢｕｃｋｅｔＬｅｖｅｌＭａｘi＝ＭＡＣフローｉ（２２１６）のデータ・ト
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【０１３６】
　ＤａｔａＴｏｋｅｎＩｎｆｌｏｗi＝ＭＡＣフローｉ（２２１６）に関するサブフレー
ム（８進数）当たりの規制バケツへのデータ・トークン流入フロー。
【０１３７】
ＤａｔａＴｏｋｅｎＯｕｔｆｌｏｗi＝ＭＡＣフローｉ（２２１６）に関するサブフレー
ム（８進数）当たりの規制バケツへのデータ・トークン流出フロー。
【０１３８】
　次に、データ・トークン・バケツ（或いは、規制バケツ２６３６ａ）レベルＤａｔａＴ
ｏｋｅｎＢｕｃｋｅｔｌｅｖｅｌi はそれを最大バケツ・レベルＤａｔａＴｏｋｅｎＢｕ
ｃｋｅｔｌｅｖｅｌＭａｘi に設定することによってＭＡＣフローｉ（２２１６）の稼働
化に際して初期化され（ステップ３０２０）、それは次のように表される：
【数１２】

【０１３９】
　続いて、全てのサブフレームｎの初めに、全ての稼働ＭＡＣフローｉ（２２１６）に関
するデータ・トークン・バケツ（或いは、規制バケツ）２６３６ａからの最大許容流出フ
ローを計算し、且つ規制バケツ２６３６ａに関する全体の利用可能な電力を最大値に等し
く、或いはこの最大値が負であればゼロに設定する。規制バケツ２６３６ａのデータ流出
フローに関する全体の利用可能な電力は次のように表される：

【数１３】

【０１４０】
　但し、ｉはＭＡＣフロー２２１６を表し、ｎはサブフレームを表し、ＤａｔａＴｏｋｅ
ｎＩｎｆｌｏｗi はフローｉ（２２１６）に関する現在のデータ割付け２６３９ａを表し
、そしてＤａｔａＴｏｋｅｎＢｕｃｋｅｔｌｅｖｅｌi, n はサブフレームｎにおけるデ
ータ・フローｉ（２２１６）に関する累積データ割付け２６３９ｂである。
【０１４１】
　次に、これが新しいパケット割付けであるかどうかを判定する（ステップ３０４０）。
ステップ３０４０に対する回答が「ノー」であれば、ステップ３０６０に行く。ステップ
３０４０の結果が「イエス」であれば、サブフレームｎにおける全ての割当キャリアｊに
おいて新しいパケット割付けの間に次のステップ３０５０を実行する。フローｉ（２２１
６）、サブフレームｎに関する規制バケツ２６３９ａの全体の利用可能なデータＰｏｔｅ
ｎｔｉａｌＤａｔａＴｏｋｅｎＢｕｃｋｅｔＯｕｔｆｌｏｗi,n がゼロに等しければ（ス
テップ３０５０）、次のように表される：

【数１４】

【０１４２】
　続いて、高容量パケット５２４ａについてｊ番目のキャリア上のｉ番目のフローＰｏｔ
ｅｎｔｉａｌＴ２ＰＯｕｔｆｌｏｗi, j, HCに関する全体の利用可能な電力をゼロに等し
く、そして低待ち時間パケット５２４ａについてｊ番目のキャリア上のｉ番目のフロー（
２２１６）ＰｏｔｅｎｔｉａｌＴ２ＰＯｕｔｆｌｏｗi, j, LLに関する全体の利用可能な
電力をゼロに等しく設定する（ステップ３０５５）。これらの方程式は次のように表され
る：
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【数１５】

【０１４３】
　但し、ｉはＭＡＣフロー２２１６を表し、ｊはｊ番目のキャリアを表し、ｎはサブフレ
ームを表し、ＨＣは高容量を表し、そしてＬＬは低待ち時間を表す。
【０１４４】
　ステップ３０５０の結果が「ノー」であれば、ステップ３０６０へ行く。これはフロー
がデータ・バケツ割付けを越えるとき、ＡＴにおいて全ての割当ＲＬキャリアにおけるフ
ローに割付けられた電力がゼロに設定されることを保証する。
【０１４５】
　次に、これがサブフレームｎの最後であれば、それが判定される（ステップ３０６０）
。ステップ３０６０に対する回答が「ノー」であれば、ステップ３０３０に戻る。ステッ
プ３０６０に対する回答が「イエス」であれば、全てのサブフレームｎの最後で、フロー
ｉ（２２１６）に関する現在のデータ割付け２６３９ａ、ＤａｔａＴｏｋｅｎＩｎｆｌｏ
ｗi にサブフレームｎ（２２１６）におけるデータ・フローｉ（２２１６）に関する累積
データ割付け２６３９ｂ、ＤａｔａＴｏｋｅｎＢｕｃｋｅｔＬｅｖｅｌi, n を加え、サ
ブフレームｎにおいて全キャリアｊにおけるペイロードに含まれるＭＡＣフローｉからの
８進数、Σj∈Ｃｄi, j, nを差し引いたもの、またはフローｉ（２２１６）に関するデー
タ・トークン・バケツ２６３６ａ最大サイズ、ＤａｔａＢｕｃｋｅｔＬｅｖｅｌＭａｘi 

のうち最小のものにフレームｎ＋１に関するデータ・トークン・バケツ・レベルを等しく
設定することによって全ての稼働ＭＡＣフローｉ（２２１６）に関するデータ・トークン
・バケツ・レベルを更新する（ステップ３０７０）。これは次のように表される：

【数１６】

【０１４６】
　但し、ｄi, j, n＝サブフレームｎにおいてキャリアｊにおけるペイロードに含まれる
ＭＡＣフローｉ（２２１６）からの８進数、Ｃ＝ＡＴ ２６０６に割当てられた全キャリ
アの集合、Σj∈Ｃｄi, j, nはサブフレームｎにおいて全キャリアｊにおけるペイロード
に含まれるＭＡＣフローｉ（２２１６）からの８進数であり、ＤａｔａＴｏｋｅｎＩｎｆ
ｌｏｗi はフローｉ（２２１６）に関する現在のデータ割付け２６３９ａであり、Ｄａｔ
ａＴｏｋｅｎＢｕｃｋｅｔＬｅｖｅｌi, n はサブフレームｎにおいてデータ・フローｉ
（２２１６）に関する累積データ割付け２６３９ｂであり、そしてＤａｔａＢｕｃｋｅｔ
ＬｅｖｅｌＭａｘi はフローｉ（２２１６）に関するデータ・トークン・バケツ２６３６
ａ最大サイズである。ステップ３０３０に戻る。
【０１４７】
　このデータ領域トークン・バケツ２６３６ａの出力はそれからＴ２Ｐまたは電力領域に
おいて定義される第二トークン・バケツ２６３６ｂ集合によって調整される。これら第二
のバケツ、またはフロー・アクセス・バケツ２６３６ｂは各割当キャリアにおいて各ＭＡ
Ｃフロー２２１６に関して潜在的な許容伝送電力を決定する。このように、第二のバケツ
２６３６ｂの各々は割当キャリア及びキャリア上に位置するフロー２２１６を表す。この
ように、マルチ-キャリアの下では、フロー２２１６アクセスは割当ＲＬＭＡＣバケツの
数が各フロー２２１６に割当てられたキャリアの数に等しく設定されるキャリア毎の基準
で制御される。
【０１４８】
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　図２７はデータが最初にそのフロー２６１６についてフロー規制（或いは、情報源制御
）バケツに置かれ、そしてピーク流出フロー制約に従って、一実施例において、プロセッ
サまたはプロセッサ手段によって実行される命令としてメモリに記憶される一組のキャリ
ア選択規定２６３９ｃを使用して別のキャリアに割付けられるアクセス制御からフロー規
制を分離する例を例示するＮキャリアの各々は１～Ｎキャリアに対応する１～Ｎにラベル
付けされたそれ自身のアクセス制御バケツ２６３６ｂを有する。このように、バケツ２６
３６ｂの数は各フロー２２１６に関する割当キャリアの数に等しく設定される。
【０１４９】
　そして各キャリアにおけるフロー２２１６に関する最終の電力割付けは第二のＴ２Ｐ領
域基準のトークン・バケツの出力、及び下記で定義される一組の規定を使用することによ
って決定される。
【０１５０】
　ＡＴ ２６０６におけるキャリア選択方法
　ＡＴ ２６０６は計量基準（metric）に基づいて全ての割当キャリアを順位付けする。
実施例において、ＡＴ ２６０６のパイロット信号の平均送信電力（ＴｘＰｉｌｏｔＰｏ
ｗｅｒ）はキャリア順位付け計量基準として使用される。最低平均ＴｘＰｉｌｏｔＰｏｗ
ｅｒを持つキャリアは或るサブフレームにおける新しいパケット割付けに利用不可能であ
るならば、他のより低い順序付けキャリアを使用する。ＴｘＰｉｌｏｔＰｏｗｅｒを平均
化するためのフィルタ時定数は次の効果がある－ＡＴ ２６０６は小さなフィルタ時定数
を使用することによって短期間フェージング変動を利用する利益がある。一方、より長い
時定数は各割当ＲＬキャリアにおけるＡＴ ２６０６によって見られる全体の干渉におい
て長い時間変動を反映する。平均ＦＲＢ １５４８または平均ＴｘＰｉｌｏｔＰｏｗｅｒ
及び平均ＦＲＢ １５４８の関数はまた有力な計量基準であることに注目せよ。ＡＴ ２６
０６はデータ、ＰＡ空き高またはキャリアを使い果たすまで、それらの順序付けに基づい
て各キャリアにパケットを割付ける。ＡＴ ２６０６がデータまたはＰＡ空き高の尽きる
まで、現在の方法及び装置のマルチ-キャリアＲＴＣ ＭＡＣはそれらの順序付けに基づい
て割当キャリア上で繰り返し適用される（付加または放棄される）。
【０１５１】
　信号対雑音比（ＳＮＲ）もまた計量基準として使用される。ＡＴ ２６０６はより低い
干渉をもつキャリアを有効利用することによって負荷均衡を達成する。ＡＴ ２６０６は
同じ達成データ速度について全ての割当キャリア上で合計された伝送ビット毎に必要とさ
れるエネルギーを最小にするさらにＥｂ／Ｎ0効率的モードにおいて動作するために割当
キャリアの部分集合上で伝送する。
【０１５２】
　使用される別の計量基準は干渉である。ＡＴ ２６０６は小さな時間尺度上で測定され
たより低い干渉を持つキャリアに対する電力割付けを有効利用することによって可能であ
るとき、マルチ周波数ダイバシティ利得を得るために割当キャリアに亘って周波数選択的
フェージングを利用する。ＡＴ ２６０６は大きな時間尺度上で測定されたより低い干渉
を持つキャリアに対する電力割付け（または最初の割付け電力）を有効利用することによ
って単位電力毎に伝送されたビットの数を最大にしようとする。代りに、ＡＴ ２６０６
はキャリアを適切に選択することによって可能であるとき、或るパケット５２４サイズ及
び終了目標に関して伝送電力を最小にすることによって干渉効率のよい伝送を達成する。
【０１５３】
　ＡＴ ２６０６によって見られる前記各割当キャリアへの干渉は送信パイロット電力ま
たは逆方向稼働ビットを測定することによって間接的に測定される。これらの二つの計量
基準は時間的尺度に関して平均化される。時間的尺度はより小さい平均化による雑音計量
基準への反応と過度のフィルタリングによる過度に平滑化された計量基準との間の得失（
trade-off）を決定する。
【０１５４】
　別の実施例において、ＡＴ ２６０６は上で論じた計量基準を含む（しかし、それに制
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限されない）計量基準の組合せを使用して全ての割当キャリアを順序付ける。
【０１５５】
　ＡＴ ２６０６はＰＡ空き高及びおそらくデータ考察に基づいてキャリアを放棄（drop
）することを決定する。一実施例において、ＡＴ ２６０６は放棄すべき（いくらかの期
間において平均化した）最高ＴｘＰｉｌｏｔＰｏｗｅｒを持つキャリアを選択する。
【０１５６】
　Ｅｂ／Ｎ0効率のよいモードにおけるいくつかの割当キャリアに亘る伝送はアクセス端
末の同じ全体データ速度について、ビット毎に必要とされるエネルギーが非線形（凸状）
領域にあるパケット・サイズを使用してより少ないキャリアにおいて伝送することと対照
的に、線形領域においてビット毎に必要とされるエネルギーが有効利用されるパケット・
サイズを使用してより多数のキャリアに亘って伝送することを含む。
【０１５７】
　ＭＡＣ層はＡＮ ２６０４-ＡＴ ２６０６の連携によってキャリアに亘る負荷均衡を達
成する。負荷均衡時間尺度は二つの部分、短期の負荷均衡及び長期の平均負荷均衡に分割
される。ＡＴ ２６０６はパケット毎の基準で伝送に割当てられたキャリアの中で適切に
選択をすることによって分配方式で短期の負荷均衡を達成する。短期の負荷均衡の例は次
のことを含む：ｉ）ＲＡＢ １４４４またはパケット５２４が全ての割当キャリアにおい
てサイズ制限されるとき、ＡＴ ２６０６水路は全割当キャリアに亘って電力を充たす；
ｉｉ）電力（例えば、ＰＡ空き高）が制限されたとき、ＡＴ ２６０６は割当キャリアの
部分集合上で伝送する。
【０１５８】
　ＡＮ ２６０４はキャリアに亘ってフローについてＭＡＣパラメータを適切に決定する
ことによって、そして稼働集合管理及び新しいフロー到着の時間的尺度においてキャリア
をＡＴ ２６０６に適切に割付けることによって長期の負荷均衡を達成する。ＡＮ ２６０
４は上で論じたようにＭＡＣフロー２２１６パラメータを適切に決定することによって各
割当キャリアに亘ってネットワークにおける各フロー２２１６について公平性及び長期の
電力割付けを制御する。
【０１５９】
　承諾メッセージ２６４２を使用するキャリア割付け
　図２９はＡＴ ２６０６がキャリア要求メッセージ２６６６をＡＮ ２６０４上でスケジ
ューラ２６４０に送る集中制御を包含する実施例を例示する。図３０はまたキャリア承諾
メッセージ２６４２をＡＴ ２６０６に送るスケジューラ２６４０を例示する。ＡＮ ２６
０４及びＡＴ ２６０６はメッセージ駆動手法を使用してネットワークのために最良のキ
ャリア割付けを見出すために連携を行う。前に論じた単一キャリアで使用される現存のＴ
２ＰＩｎｆｌｏｗ要求機構に類似して、ＡＴ ２６０６及びＡＮ ２６０４はキャリア要求
メッセージ２６６６及びキャリア承諾メッセージ２６４２メッセージをそれぞれ使用する
。ＡＴ ２６０６-駆動モードにおいて、ＡＮ ２６０４はデータ及びＰＡ空き高が正当化
するとき追加キャリアを要求するＡＴ ２６０６に頼る。ＡＴ ２６０６-駆動モードにお
いて、ＡＮ ２６０４はＡＴ ２６０６にキャリアを割付けるときＡＮ ２６０４が使用す
るデータ、ＴｘＰｉｌｏｔＰｏｗｅｒ、ＦＬパイロット強度及びＰＡ空き高情報を全ての
ＡＴ ２６０６に定期的に渡す。キャリア要求２６６６及びキャリア承諾２６４２メッセ
ージは非同期的である。ＡＴ ２６０６はキャリアの数の増加／減少についてキャリア要
求メッセージ２６６６をＡＮ ２６０４に送る。同じく、ＡＴ ２６０６は回線経費を制限
されるとき自律的に割当キャリアの数を減少することができるが、キャリアを放棄した後
でＡＮ ２６０４に通知する。ＡＴ ２６０６はデータ及びＰＡ空き高が正当化するとき割
当キャリアの数を増加させるために、そしてＰＡ空き高またはデータが現在のキャリアの
数を非効率化するとき割当キャリアの数を減少させるためにキャリア要求メッセージ２６
６６を送る。ＡＴ ２６０６キャリア要求メッセージ２６６６はフローＱｏＳ要求、平均
待ち行列長さ、各キャリアにおける平均ＴｘＰｉｌｏｔＰｏｗｅｒ、各キャリアにおける
ＦＬパイロット強度及びＰＡ空き高関連情報を含む。
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【０１６０】
　ＡＮ ２６０４はキャリア承諾メッセージ２６４２を使用してＡＴ ２６０６要求メッセ
ージ情報及び負荷均衡ＦＬオーバーヘッド等の基準に基づいてキャリアを承諾する。ＡＮ
 ２６０４はキャリア要求メッセージ２６６６に応答してキャリア承諾メッセージ２６４
２を送らないことを選ぶ。ＡＮ ２６０４はキャリア承諾メッセージ２６４２を使用して
いつでも各ＡＴ ２６０６のために割当キャリアを増加／減少／再割当する。同じく、Ａ
Ｎ ２６０４は負荷均衡及び効率を保証するために、或いはＦＬ要求に基づいていつでも
各ＡＴ ２６０６のためにキャリアを再割当てする。ＡＮ ２６０４は各ＡＴ ２６０６の
ためにキャリアの数をいつでも減少させる。ＡＮ ２６０４は一つのキャリアを放棄し、
そしていつでも或るＡＴ ２６０６のために別のキャリアを割当てる－他のキャリアが切
替処理の間にＡＴ ２６０６において有効であるときＡＴ ２６０６サービスは中断されな
い。ＡＴ ２６０６はＡＮ ２６０４キャリア承諾２６４２に従う。
【０１６１】
　一実施例において、キャリア毎のフロー・アクセス制御は優先度関数を使用して行われ
る。キャリア毎の割付けは単一キャリア・システムに使用されるものと類似しており、そ
して全てのキャリアに亘って同一である。端末に割当てられるキャリアの数は変わるので
、ＲＴＣ ＭＡＣバケツ・パラメータを変えることは要求されない。
【０１６２】
　単一キャリア実施例に関して、各キャリア上の傾斜率は最大許容可能な干渉によって制
限される。
【０１６３】
　キャリア割付け及び管理
　マルチ-キャリア・システムにおいて、順方向回線（ＦＬ）上でＡＴに割当てられるキ
ャリアの数はＡＮによって、例えば、ＡＮのデータ情報及びＦＬ上のＡＴと関連するＱｏ
Ｓ要求に基づいて決定される。逆方向回線（ＲＬ）上でＡＴに割当てられるキャリアの数
はＡＴ及びＡＮの間の連携処理に基づき、例えば、ＡＮの各キャリア上のＲＬ負荷の情報
、ＡＴのその送信電力（または電力空き高）の情報、そのバッファ状態、データ及びＲＬ
上のＱｏＳ要求、等々に基づいている。ＡＴに割当てられるＲＬキャリアの数はＡＮによ
って、例えば、さらに下記で述べるように、ＡＴから受取った予定計画に関して、決定さ
れる。
【０１６４】
　例えば、ＡＴと関連する多数のＦＬキャリア及び多数のＲＬキャリアがある。ＦＬキャ
リアの数はＲＬキャリアの数と同じである（例えば、対称動作モードにおいて）か、もし
くはＲＬキャリアの数とは異なる（例えば、非対称動作モードにおいて）。同じく、ＡＴ
と関連する単一ＲＬキャリアと多数のＦＬキャリア（例えば、非対称動作モードの特別な
場合）、または単一ＲＬキャリア及び単一ＦＬキャリア（例えば、対称動作モードの特別
な場合）がある。さらに下で述べる例が例示するように、ＦＬ及びＲＬキャリアの割付け
及び管理は動的に実行される。
【０１６５】
　実施例において、 ＡＮは一以上のキャリア割付けパラメータの関数としてＡＴに割当
てられるべきＦＬキャリアの数を決定し、そして割当メッセージ（例えば、ＩＳ-８５６
におけるトラヒック・チャネル割当（ＴＣＡ）メッセージ、またはＷ-ＣＤＭＡ型システ
ムにおける無線担体再構成メッセージ）を決定に基づいてＡＴに送る。
【０１６６】
　ここに開示したキャリア割付けパラメータは、ＦＬ上のＡＴと関連するデータ要求（例
えば、ＡＮにおけるデータ待ち行列長さに基づく）、ＦＬ上のＡＴと関連する少なくとも
一つのフローと関連するＱｏＳ要求（例えば、一以上のフローと関連するＱｏＳ形式また
はアプリケーション形式に基づく）、ＦＬ上で伝送されるべきＲＬ関連オーバーヘッド情
報の量（例えば、ＡＴに割当てられたＲＬキャリアの数に基づく）、ＦＬ上のＡＴの位置
及びセクタ内干渉（それは、例えば、平均データ速度制御（ＤＲＣ）値及びＡＴによって
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通報されたパイロット強度に基づいて、ＡＮによって推測される）、ＦＬ上のセクタ負荷
（またはキャリア毎の平均セクタ負荷）（それはキャリア毎の基準でセクタにおけるＦＬ
利用を例えば監視することによって推定される）、ＡＮに関連するハードウェア制約（例
えば、多数のＦＬキャリアを伝送、追跡、且つ管理するＡＮの能力に関する）、等々の一
つを含む。
【０１６７】
　さらに下記に述べるように、ＡＮはまたＡＴに割当てられるべきＲＬキャリアの数を、
例えば、ＡＮにおいて利用可能なＲＬ関連情報（例えば、セクタ負荷またはＲｏＴ）と共
に、ＡＴから受取った予定計画情報に基づいて、決定する。
【０１６８】
　実施例において、ＡＴは予定計画情報をＡＮに送り、そして予定計画情報に関連してＡ
Ｔに割当てられたキャリアの数を示す割当メッセージを受取る。
【０１６９】
　ここに開示された予定計画情報は、例えば、ＲＬ上のＡＴに関連付けされたデータ要求
、ＲＬ上のＡＴに関連付けされた一以上のフローに関係するＱｏＳ要求（例えば、一以上
のフローに関連付けられたＱｏＳタイプやアプリケーションタイプに基づく）、ＲＬ伝送
のためにＡＴにおいて利用可能な伝送電力（または電力空き高）（それは、例えば、ＡＴ
に割当てられたＲＬキャリアの各々に関連付けされた平均伝送パイロット電力に基づいて
、決定される）、ＡＴに関連付けされたバッファ状態（status）（例えば、ＷＣＤＭＡシ
ステムにおける）、ＲＬ上で伝送されるべきＦＬ関連オーバーヘッド情報の量（例えば、
ＡＴに割当てられたＦＬキャリアの数に基づく）、ＡＴの位置及びＲＬ上のＡＴによって
見られる全体の（セクタ内及びセクタ間）干渉、ＲＬに関するセクタ負荷（またはキャリ
ア毎の平均セクタ負荷）（それをＡＴはキャリア毎の基準でセクタにおけるＲＬ利用を監
視することによって決定する）、ＡＴに関連付けされたハードウェア制約（例えば、多数
のキャリアを伝送、追跡、且つ管理するＡＴの能力）、等々の少なくとも一つを含む。
【０１７０】
　予定計画情報はまたＡＴが持つことを望む追加のＲＬキャリアの数、またはＡＴが放棄
しよとする（または放棄した）以前に割当てられたＲＬキャリアの部分集合を含む。例え
ば、さらに下記で示すように、ＡＴは一以上のキャリア決定パラメータの関数として必要
とされるＲＬキャリアの数を決定する。
【０１７１】
　ここに開示されたキャリア決定パラメータはＲＬ上のＡＴに関連付けされたデータ要求
、ＲＬ上のＡＴに関連付けされた一以上のフローに関係するＱｏＳ要求（例えば、一以上
のフローに関連付けられたＱｏＳタイプやアプリケーションタイプに基づく）、ＲＬ伝送
のためにＡＴにおいて利用可能な伝送電力（または電力空き高）（それは、例えば、ＡＴ
に割当てられたＲＬキャリアの各々に関連付けされた平均伝送パイロット電力に基づいて
、決定される）、ＡＴに関連付けされたバッファ状態（status）（例えば、ＷＣＤＭＡシ
ステムにおける）、ＲＬ上で伝送されるべきＦＬ関連オーバーヘッド情報の量（例えば、
ＡＴに割当てられたＦＬキャリアの数に基づく）、ＡＴの位置及びＲＬ上のＡＴによって
見られる全体の（セクタ内及びセクタ間）干渉、ＲＬに関するセクタ負荷（またはキャリ
ア毎の平均セクタ負荷）（それをＡＴはキャリア毎の基準でセクタにおけるＲＬ利用を監
視することによって決定する）、ＡＴに関連付けされたハードウェア制約（例えば、多数
のキャリアを伝送、追跡、且つ管理するＡＴの能力に関する）、等々の一つを含む。
【０１７２】
　ここに開示されたキャリアに関連する用語「放棄する（drop）」はキャリア上の全ての
伝送（例えば、パイロット・トラヒック／データ、及びオーバーヘッド・チャネルと関連
する）を止める（または、終結する）ことを云う。
【０１７３】
　キャリア割付け及び管理の例はさらに下記で述べる。
【０１７４】
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　一例において、ＡＴは初めに無作為に細く刻んだＲＬキャリア上で複数のアクセス探査
子（access probes）を（例えば、全ての利用可能なＲＬキャリアに亘って別のＡＴから
アクセス探査子によって造られたＲＬ負荷を一様に分配する試みとして）送る。応答にお
いて、さらに下記で例示するように、ＡＮはＡＴが以前にアクセス探査子を送ったキャリ
アとは異なる一以上のキャリアを割当てることを決定する。
【０１７５】
　図３０はマルチ-キャリア通信システムにおけるキャリア割付け及び管理の例を例示す
る、呼出のフローチャート３０００を示す。ステップ３０１０において、ＡＴ ３００１
は最初の、または所定のＲＬキャリア上でアクセス探査子を（例えば、ハッシュ関数によ
って）送る。ステップ３０２０において、ＡＮ ３００２はアクセス探査子を復号すると
、アクセス・チャネル承認（省略及び簡単のためにここでは「ＡＣ-ＡＣＫ」として示す
）をＡＴ ３００１に送る。ステップ３０３０において、ＡＮ ３００２は（例えば、キャ
リア管理アルゴリズムを実行することによって）ＡＴ ３００１に割当てられるべきＦＬ
及びＲＬキャリアの数を決定する。ＡＮ ３００２はまたＡＴ ３００１が初めに探査した
キャリアと異なるＡＴに割当てられるべきＦＬ及びＲＬキャリアを識別する。ステップ３
０４０において、ＡＮ ３００２はＡＴ ３００１に割当てられたＦＬ及びＲＬキャリア、
及びＡＴ ３００１が各々新しく割当てられたＲＬキャリア上の最初の伝送パイロット電
力を決定するために使用する参照値（ここでは「ＴｘＩｎｉｔＡｊｕｓｔ」と呼ぶ）を標
示する割当メッセージ（省略及び簡単のためにここでは「ＴＣＡ」として示す）を送る。
ステップ３０５０において、ＡＴ ３００１はＴＣＡへのＡＣＫ（省略及び簡単のために
ここでは「ＴＣＣ」として示す）をＡＮ ３００２に送る。ステップ３０６０において、
ＡＴ ３００１はＴｘＩｎｉｔＡｊｕｓｔに基づいて各々新しく割当てられたＲＬキャリ
ア上の最初の伝送パイロット電力を決定する。
【０１７６】
　図３０において、例えば、ＡＴ ３００１は第一のＲＬキャリア上で最初にアクセス探
査子を送る。ＡＮ ３００２は第一のＲＬキャリアに加えて、（第一のＲＬキャリアとは
異なる）第二のＲＬキャリアをＡＴ ３００１に割当てる。ＡＮ ３００２はまた第一のＲ
Ｌキャリアの代わりに第二のＲＬキャリアをＡＴ ３００１に割付ける。そのような場合
には、ＡＮ ３００２は第二のＲＬキャリア上で最初の伝送電力を決定するために（例え
ば、ＴＣＡに含まれる）ＴｘＩｎｉｔＡｊｕｓｔをＡＴ ３００１のために送る。
【０１７７】
　一例において、ＡＴは最初に各々のＲＬ上で一つのキャリアを割当てられる。続いて、
さらに多くのキャリアがＦＬ及び／またはＲＬ上で付加される必要がある。より多くのキ
ャリアを加えるための始動は、例えば、より多くのデータ、及び／または改良された利用
可能な伝送電力等に関連して、ＡＴによって開始される。より多くのキャリアを加えるた
めの始動はまた、例えば、ＲＬ上の負荷条件の変化、及び／またはＡＴに関するＦＬ上の
新しい稼働ＭＡＣフローに関連して、ＡＮによって開始される。
【０１７８】
　図３１はより多くのキャリアをＡＴに付加する例を例示する、呼出のフローチャート３
１００を示す。ステップ３１１０において、ＡＴ ３００１は（例えば、キャリア管理ア
ルゴリズムを実行することによって）必要とされるＦＬ及びＲＬキャリアの数を決定する
。その結果がより多くのキャリアが必要とされることを示すならば、ステップ３１２０に
おいて、ＡＴは要求メッセージをＡＮ ３００２に送る。ステップ３１３０において、Ａ
Ｎ ３００２は追加キャリアがＡＴ ３００１に割付けられるべきかどうかを決定する。ス
テップ３１４０において、ＡＮ ３００２はＡＴ ３００１に割付けられるべき追加キャリ
ア及び各々新しく割当てられたＲＬキャリア（もし有れば）と関連するＴｘＩｎｉｔＡｊ
ｕｓｔを標示する、ＴＣＡをＡＴ ３００１に送る。ステップ３１５０において、ＡＴ ３
００１はＴＣＣをＡＮ ３００２に送る。ステップ３１６０において、ＡＴ ３００１はＴ
ｘＩｎｉｔＡｊｕｓｔに基づいて各々新しく割当てられたＲＬキャリア上の最初の伝送電
力を決定する。
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【０１７９】
　ＡＮ ３００２がさらに多くのキャリアの追加を開始する場合には、ＡＮ ３００２はＡ
Ｔ ３００１から受取ったメッセージ（例えば、ＩＳ-８５６型システムにおける経路更新
メッセージ）からＦＬ及びＲＬ関連情報を取得する。ＡＮ ３００２は続いて（例えば、
キャリア管理アルゴリズムを実行することによって）ＡＴ ３００１に割付けられるべき
ＦＬ及びＲＬキャリアの新しい集合を決定する。ＡＮ ３００２はさらに 例えば上で述べ
たように、各々新しく割当てられたＲＬキャリアのためのＴｘＩｎｉｔＡｊｕｓｔと共に
）新しいキャリア割当を標示するＴＣＡをＡＴ ３００１に送る。
【０１８０】
　一例において、ＡＴは初めに（または、以前に）ＦＬ及びＲＬの両方の上で多数のキャ
リアを割当てられる。ＡＴは続いて以前に割当てられたＲＬキャリアの部分集合を放棄す
ることを決定する。ＡＴにおけるキャリアを放棄するための引金は様々な要素が原因で、
次のことを含むが、それに限定されるものではない：
　・ＡＴは回線経費制限があり、そして全ての割当ＲＬキャリア上のＲＬを首尾よく閉じ
る（即ち、ＲＬ上の所定のパケット誤り率を首尾よく維持する）ことができない。例えば
、伝送電力制限により、ＡＴは全ての割当ＲＬキャリア上で首尾よくＡＮと通信すること
ができない。これはＡＴが以前に割当てられたＲＬキャリアの部分集合を放棄し、且つ残
りのＲＬキャリア上でＡＮと首尾よく通信するために利用可能な伝送電力を使用すること
を促す。
【０１８１】
　・伝送電力の効率の悪さがＲＬ上に存在する。例えば、ＡＴは回線を閉じ、且つＡＮと
通信するのに十分な電力を有する；しかしながら、多数のキャリアを支えることはＡＴの
電力用法に関して非効率的である。そのような場合には、ＡＴは割当ＲＬキャリアの部分
集合上で伝送するために利用可能な電力を使用する代りに、多数のＲＬキャリア上で伝送
されるＲＬオーバーヘッド・チャネルの費用を支払わないことによって余裕がある。
【０１８２】
　・ＡＴはデータ制限され、そして未使用のＲＬキャリアと関連する特別なオーバーヘッ
ド・チャネルを伝送するための費用を支払うことを望まない。
【０１８３】
　図３２は制限回線経費がいくつかのＲＬキャリアを放棄するための始動を開始する例を
例示する、呼出のフローチャート３２００を示す。ステップ３２１０において、ＡＴ ３
００１は利用可能な伝送電力が一以上の残りのＲＬキャリア上の回線を首尾よく閉じるの
に十分なように、以前に割当てられたＲＬキャリアの部分集合を放棄する。ステップ３２
２０において、ＡＴ ３００１は以前に割当てられたＲＬキャリアの部分集合及び根本要
因を標示する要求メッセージをＡＮ ３００２に送る。ステップ３２３０の応答において
、ＡＮ ３００２はＡＴに割当てられたＦＬキャリアの数、及びＡＴ ３００１と関連する
残りのＲＬキャリアへのＦＬ関連オーバーヘッド・チャネルのマッピングを標示するＴＣ
ＡをＡＴ ３００１に送る。
【０１８４】
　図３３は伝送電力非能率がいくつかのＲＬキャリアを放棄するための始動を開始する例
を例示する、呼出のフローチャートを示す。ステップ３３１０において、ＡＴ ３００１
は放棄する必要がある以前に割当てられたＲＬキャリアの数を決定する。ステップ３３２
０において、ＡＴ ３００１はそれが放棄しようとする以前に割当てられたＲＬキャリア
の数及び根本要因を標示する要求メッセージをＡＮ ３００２に送る。ＡＴ ３００１はあ
らゆるＲＬキャリアを実際に放棄する前にＡＮ ３００２からの確認（または、証明）を
待つ。ステップ３３３０において、ＡＮ ３００２はＡＴ ３００１に割当てられたＦＬ及
びＲＬキャリアの数、及びＡＴ ３００１と関連する残りＲＬキャリアへのＦＬ関連オー
バーヘッド・チャネルのマッピングを標示するＴＣＡをＡＴ ３００１に送る。ＴＣＡを
受取ると、ステップ３３４０において、ＡＴ ３００１はＦＬ関連オーバーヘッド・チャ
ネルのマッピングを行う。滑らかな伝送をするために、ステップ３３５０において、ＡＴ
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 ３００１はいくらかの（例えば、短い）時間期間に全割当ＲＬキャリア上でＦＬ関連オ
ーバーヘッド・チャネルを同時に伝送する。それ以降、ステップ３３６０に例示したよう
に、ＡＴ ３００１は以前に割当てられたＲＬキャリアの全ての部分集合を放棄する。
【０１８５】
　データ制限がいくつかのＲＬキャリアを放棄する始動を開始する場合には、ＡＴ ３０
０１はＦＬ関連オーバーヘッド・チャネルを搬送しないＲＬキャリアのみを放棄すること
を決定する。例えば、上に述べたように、ＡＴ ３００１は第一にＡＮ ３００２への要求
メッセージにおいてそのようなことを示し、そしてＡＮ ３００２から確認（例えばＴＣ
Ａ）を得るまであらゆるＲＬキャリアを放棄することを控える。
【０１８６】
　一例において、ＡＴは最初に各々のＦＬ及びＲＬ上で単一キャリアを割当てられる。Ａ
Ｎは続いて以前に割当てられたＲＬキャリアを新しい（または別の）ものに変更すること
を決定する。ＡＮによるＲＬキャリア割当を変えるための始動はＡＴの位置の変更による
ものであり、一方、ＡＮは、例えば、位置基準のキャリア割付けアルゴリズムを使用して
いる。
【０１８７】
　図３４はＡＮが新しいＲＬキャリア割当を開始する一例を例示する、呼出のフローチャ
ート３４００を示す。ステップ３４１０において、ＡＴ ３００１は最初に（または前以
て）各々のＦＬ及びＲＬ上で一つのキャリアを割当てられる。ステップ３４２０において
、ＡＮ ３００２は、例えば、ＡＴ ３００１から受取ったメッセージ（例えば、経路更新
メッセージ）から取得したＦＬ及びＲＬ関連情報（例えば、ＡＴ ３００１における伝送
電力可用性、平均ＦＬ信号対干渉・雑音比（ＳＩＮＲ）に基づくＡＴの位置、等々）を取
得する。そのような情報に基づいて、ＡＮ ３００２は（例えば、キャリア管理アルゴリ
ズムを実行することによって）ＡＴのＲＬキャリアを変更することを決定する。滑らかな
推移を保証するために、ステップ３４３０において、ＡＮはＡＴ ３００１に割当てられ
た二つの（新しものに以前のものを加えた）ＲＬキャリア、及び、例えば、短い時間期間
に新しく割当てられたＲＬキャリアへのＦＬ関連オーバーヘッド・チャネルのマッピング
を標示するＴＣＡをＡＴ ３００１に送る。ステップ３４５０に例示したように、ＡＮ ３
００２が新しく割当てられたＲＬキャリア上の全てのＦＬ関連オーバーヘッド・チャネル
を効率よく復号できることを保証した後で、ステップ３４６０に例示したように、ＡＮ 
３００２は以前に割当てられたＲＬキャリアを放棄することをにＡＴ ３００１に要求す
るＴＣＡを送る。ステップ３４７０において、ＡＴ ３００１は以前に割当てられたＲＬ
キャリアを放棄する。
【０１８８】
　上で述べた例は、マルチ-キャリア通信システムにおけるキャリア割付け及び管理のい
くつかの実施例を提供する。他の例及び実施がある。いくつかの実施例において、例えば
、ＦＬ及びＲＬキャリア割当（いくつかのキャリアを加え、または放棄することと共に）
は、例えば、（上で述べたような）ＡＴによって提供された予定計画情報に関して、ＡＮ
によって一方的に決定される。
【０１８９】
　図３５は装置３５００のブロック図を例示し、それはここに開示したいくつかの実施例
を実行するために使用される。一例として、装置３５００はＡＴに割当てられるべき多数
のキャリアを（例えば、上に述べたような一以上のキャリア割付けパラメータの関数とし
て）決定するために構成されたキャリア割付けユニット３５１０；及びキャリア割付けユ
ニット３５１０の決定に基づいてＡＴに割当メッセージを送るために構成された伝送ユニ
ット３５２０を含む。
【０１９０】
　装置３５００はさらに（上に述べたような）ＡＴから予定計画情報、アクセス探査子、
及び他の情報を受取るために構成された受信ユニット３５３０を含む。キャリア割付けユ
ニット３５１０は、例えば、ＡＴから受取った予定計画情報、アクセス探査子、及び他の
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情報をに関連して、ＡＴに割当てられるべきＦＬ及び／またはＲＬキャリアの数を決定す
るために構成される。
【０１９１】
　装置３５００では、キャリア割付けユニット３５１０、送信ユニット３５２０、及び受
信ユニット３５３０が通信バス３５４０と連結されている。処理ユニット３５５０及びメ
モリ・ユニット３５６０もまた通信バス３５４０と連結されている。処理ユニット３５５
０は様々なユニットの動作を制御し、且つ／または統合するために構成される。メモリ・
ユニット３５６０は処理ユニット３５５０によって実行されるべき命令を具現する。
【０１９２】
　図３６は装置３６００のブロック図を例示し、それはここに開示したいくつかの実施例
を実施するために使用される。一例として、装置３６００は（例えば、上で述べたような
、一以上のキャリア決定パラメータの関数として）ＡＴによって必要とされるいくつかの
ＲＬキャリアを決定するために構成されたキャリア決定ユニット３６１０；及びキャリア
決定ユニット３６１０の決定に基づいてＡＮに要求メッセージを送るために構成された送
信ユニット３６２０を含む。
【０１９３】
　装置３６００はさらに（上で述べたような）あらゆる新しく割当てられたＲＬキャリア
のためのＴｘＩｎｉｔＡｊｕｓｔと共に、例えば、ＡＴに割当てられたキャリアの数を示
す、割当メッセージをＡＮから受取るために構成された受信ユニット３６３０を含む。装
置３６００はまたＴｘＩｎｉｔＡｊｕｓｔ（及び他の伝送電力調整）に基づいて各々新し
く割当てられたＲＬキャリアのために最初の伝送電力を決定するために構成された電力調
整ユニット３６４０を含む。送信ユニット３６２０はさらに予定計画情報、アクセス探査
子、及びＡＴからＡＮへの他の情報を伝送するるために構成される。
【０１９４】
　装置３６００では、キャリア決定ユニット３６１０、送信ユニット３６２０、受信ユニ
ット３６３０、及び電力調整ユニット３６４０は通信バス３６５０と連結されるいる。処
理ユニット３６６０及びメモリ・ユニット３６７０もまた通信バス３６５０と連結される
いる。処理ユニット３６５０は様々なユニットの動作を制御し、且つ／または統合するた
めに構成されている。メモリ・ユニット３６６０は処理ユニット３６５０によって実行さ
れるべき命令を具現する。
【０１９５】
　開示した様々な実施例はマルチ-キャリア通信システムにおけるＡＮ、ＡＴ、及び他の
要素において実施される。
【０１９６】
　図３５及び３６の様々なユニット／モジュール及びここに開示した他の実施例はハード
ウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれの組合せで実施される。ハードウェ
ア実施では、様々なユニットは一以上の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、ディジタル
信号プロセッサ（ＤＳＰ）、ディジタル信号処理デバイス（ＤＳＰＤ）、フィールド・プ
ログラマブル・ゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プロセッサ、マイクロプロセッサ、コントロ
ーラ、マイクロコントローラ、プログラマブル論理デバイス（ＰＬＤ）、他の電子ユニッ
ト、またはそれのあらゆる組合せにおいて実施される。ソフトウェア実施では、、様々な
ユニットはここに述べた機能を実行するモジュール（例えば、手続き、関数等 ) によっ
て実施される。ソフトウェア・コードはメモリ・ユニットに記憶され、そしてプロセッサ
（または処理ユニット）によって実行される。メモリ・ユニットはプロセッサ内で実施さ
れるか、或いはプロセッサ外で実施され、その場合には当技術分野において既知の様々な
方法によって通信するためにプロセッサに接続される。
【０１９７】
　開示した様々な実施例はコントローラ、ＡＴ、及び同報／マルチキャスト・サービスを
提供する他の手段で実施される。ここに開示した実施例はデータ処理システム、無線通信
システム、一方向の放送システム、及び情報の効率的な伝送を必要とする他のシステムに
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適用できる。
【０１９８】
　当業者は情報及び信号が様々な異なる技術及び技法を使用して表されることを理解する
であろう。例えば、上の記述の至る所で引用されるデータ、指示、命令、情報、信号、ビ
ット、シンボル、及びチップは電圧、電流、電磁波、磁界または粒子、光学場または粒子
、またはそのいくつもの組合せによって表される。
【０１９９】
　当業者はさらにここに開示された実施例に関連して記述された様々な例示の論理ブロッ
ク、モジュール、回路、及びアルゴリズム・ステップが電子ハードウェア、コンピュータ
・ソフトウェア、または両者の組合せとして実施できることを理解するであろう。ハード
ウェア及びソフトウェアのこの互換性を明確に例示するために、様々な例示の構成部品、
ブロック、モジュール、回路、及びステップは一般にそれらの機能性に関して上で述べら
れてきた。そのような機能性がハードウェアまたはソフトウェアとして実施されるかどう
かは全体システムに課せられた特定のアプリケーション及び設計の制約に依存する。当業
者は特定の各アプリケーションについて方法、手段を変えて機能性を実施するかもしれな
いが、そのような実施の決定は本発明の範囲からの離脱であると解釈されるべきでない。
【０２００】
　ここに開示された実施例に関連して記述された様々な例示の論理ブロック、モジュール
、及び回路はここに述べられた機能を実行するために設計された一般用途のプロセッサ、
ディジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールド
・プログラマブル・ゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプログラマブル論理デバイス、
個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア部品、またはその組合せによって
実施または実行される。一般用途のプロセッサはマイクロプロセッサであるが、これに代
るもので、そのプロセッサはあらゆる従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコント
ローラ、または状態機械でもよい。プロセッサはまた計算デバイスの組合せ、例えば、Ｄ
ＳＰとマイクロプロセッサの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連動する
一以上のマイクロプロセッサ、または他のそのような構成として実施される。
【０２０１】
　ここに開示された実施例に関連して記述された方法またはアルゴリズムのステップは直
接ハードウェアにおいて、プロセッサによって実行されるソフトウェア・モジュールにお
いて、またはその二つの組合せにおいて具体化される。ソフトウェア・モジュールはラン
ダム・アクセス・メモリ（ＲＡＭ）、フラッシュ・メモリ、読出し専用メモリ（ＲＯＭ）
、電気的プログラマブルメモリ（ＥＰＲＯＭ）、電気的消去可能プログラマブル・メモリ
（ＥＥＰＲＯＭ）、レジスタ、ハードディスク、リムーバブル・ディスク、ＣＤ-ＲＯＭ
、または他の形の当技術分野において既知の記憶媒体に常駐される。典型的な記憶媒体は
そのようなプロセッサが記憶媒体から情報を読取り、記憶媒体へ情報を書込むことができ
るようにプロセッサと接続される。これに代るものでは、記憶媒体はプロセッサに一体化
してもよい。プロセッサ及び記憶媒体はＡＳＩＣに常駐してもよい。ＡＳＩＣはＡＴに常
駐してもよい。これに代るものでは、プロセッサ及び記憶媒体はＡＴに個別部品として常
駐してもよい。
【０２０２】
　開示された実施例の前の記述は当業者が本発明を行い、または使用することを可能にす
るため提供される。これらの実施例への様々な修正は当業者には明白であり、ここに定義
された一般的な原理は本発明の精神または範囲から逸脱することなく他の実施例に適用さ
れる。このように、本発明はここに示された実施例に限定されることを意図するものでは
ないが、ここに開示された原理及び新規な特徴と合致する最も広い範囲を与えられるべき
である。
【図面の簡単な説明】
【０２０３】
【図１】多数のユーザーを支援し、そしてここに論じた実施例の少なくともいくつかの形
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態を実施することが可能な通信システムの例を例示する。
【図２】高速データ通信システムにおけるアクセス・ネットワーク及びアクセス端末を例
示するブロック図である。
【図３】アクセス端末上のスタック層を例示するブロック図である。
【図４】アクセス端末上の高位層、中間アクセス制御層、及び物理層の間の典型的な相互
作用を例示するブロック図である。
【図５Ａ】アクセス・ネットワークに送られる高容量パケットを例示するブロック図であ
る。
【図５Ｂ】アクセス・ネットワークに送られる低待ち時間パケットを例示するブロック図
である。
【図６】アクセス・ネットワーク上に存在する異なる形式のフローを例示するブロック図
である。
【図７】高容量パケットに関する典型的なフロー集合を例示するブロック図である。
【図８】低待ち時間パケットに関する典型的なフロー集合を例示するブロック図である。
【図９】高容量フローが低待ち時間パケットのフロー集合に含まれるかどうかを決定する
ためにアクセス端末に保持される情報を例示するブロック図である。
【図１０】セクタ内のアクセス・ネットワーク及び複数のアクセス端末を例示するブロッ
ク図である。
【図１１】アクセス端末のための利用可能な全電力を決定するために使用される典型的な
機構を例示する。
【図１２】セクタ内の少なくともいくつかのアクセス端末が多数のフローを含む実施例を
例示するブロック図である。
【図１３】アクセス端末がアクセス端末上のフローについて現在の電力割付けを取得する
一つの方法を例示するブロック図である。
【図１４】セクタ内でアクセス・ネットワークからアクセス端末に伝送される逆方向稼働
ビットを例示するブロック図である。
【図１５】アクセス端末上の一以上のフローについて現在の電力割付けを決定するために
アクセス端末において保持される情報を例示するブロック図である。
【図１６】逆方向稼働ビットの推定及びセクタの現在の装填レベルの推定を決定するため
に使用されるアクセス端末における典型的な機能的要素を例示する機能ブロック図である
。
【図１７】アクセス端末上のフローについて現在の電力割付けを決定する典型的な方法を
例示するフローチャートである 。
【図１８】要求メッセージをアクセス・ネットワーク上のスケジューラへ送るアクセス端
末を例示するブロック図である。
【図１９】アクセス端末が要求メッセージをアクセス・ネットワークへ送る時を決定する
ためにアクセス端末に保持される情報を例示するブロック図である。
【図２０】セクタ内のアクセス・ネットワーク上で稼働するスケジューラとアクセス端末
との間の典型的な相互作用を例示するブロック図である。
【図２１】アクセス・ネットワーク上で稼働するスケジューラとアクセス端末との間の別
の典型的な相互作用を例示するブロック図である。
【図２２】アクセス・ネットワーク上のスケジューラからアクセス端末へ伝送される承諾
メッセージの別の実施例を例示するブロック図である。
【図２３】アクセス端末に記憶される電力プロフィールを例示するブロック図である。
【図２４】アクセス端末に記憶される複数の伝送状態を例示するブロック図である。
【図２５】パケットに関するペイロード・サイズ及び電力レベルを決定するためにアクセ
ス端末が実行する典型的な方法を例示するフローチャートである。
【図２６】アクセス端末の実施例を例示する機能ブロック図である。
【図２７】各ＭＡＣ層フローについて二つのトークン・バケツの個別集合を使用すること
によってアクセス端末において整理するフロー・データからフロー・アクセス制御を切り



(38) JP 4960365 B2 2012.6.27

10

離す例を例示する。
【図２８】ＲＴＣ ＭＡＣ層においてフロー・データを整理するとき実行されるステップ
を例示するフローチャートである。
【図２９】アクセス・ネットワーク上のスケジューラへキャリア要求メッセージを送り、
且つキャリア承諾メッセージを受取るアクセス端末を例示するブロック図である。
【図３０】マルチ-キャリア通信におけるキャリア割付け及び管理の一例を例示する呼出
フローチャートを示す。
【図３１】マルチ-キャリア通信におけるキャリア割付け及び管理の一例を例示する呼出
フローチャートを示す。
【図３２】マルチ-キャリア通信におけるキャリア割付け及び管理の一例を例示する呼出
フローチャートを示す。
【図３３】マルチ-キャリア通信におけるキャリア割付け及び管理の一例を例示する呼出
フローチャートを示す。
【図３４】マルチ-キャリア通信におけるキャリア割付け及び管理の一例を例示する呼出
フローチャートを示す。
【図３５】いくつかの開示された実施例を実施するために使用されるブロック図を例示す
る。
【図３６】いくつかの開示された実施例を実施するために使用されるブロック図を例示す
る。
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